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l
l再
び
「
劉
宋
の
五
等
開
国
爵
と
貴
族
」
に
つ
い
て
！
｜

越

智

重

明

は

し

が

き

晋
宋
の
交
代
は
単
な
る
皇
統
の
交
代
以
上
に
大
き
い
歴
史
的
意
義
が
あ
り
、
政
治
構
造
（
よ
り
端
的
に
は
支
配
構
造
）
に
見
え
る
変
佑
は
著

し
い
も
の
が
あ
る
。
両
時
代
を
通
じ
て
支
配
階
層
が
士
大
夫
（
広
議
の
貴
族
）
で
あ
る
乙
と
に
変
り
は
な
い
が
、
政
治
構
造
に
お
け
る
士
大
夫

の
あ
り
か
た
は
両
時
代
で
か
な
り
の
相
異
が
あ
る
。
晋
時
代
皇
帝
は
士
大
夫
に
内
面
的
、
精
神
的
に
政
治
的
支
配
者
と
し
て
の
一
体
感
と
も
い

う
べ
き
も
の
を
も
ち
、
そ
れ
を
政
治
構
造
に
示
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
宋
時
代
皇
帝
は
「
絶
対
」
者
と
し
て
の
距
離
感
の
み
を
以
て
士
大
夫

に
対
し
、
か
っ
か
れ
ら
を
全
面
的
に
宮
人
と
し
て
自
己
の
掌
中
に
把
握
し
よ
う
と
し
た
。
そ
う
し
た
様
態
は
南
朝
を
通
じ
て
存
在
し
、
し
か
も

巨
視
的
に
は
時
代
が
降
る
に
つ
れ
て
強
化
さ
れ
る
。
南
朝
に
お
け
る
異
様
な
政
治
は
右
の
よ
う
な
政
治
構
造
と
国
力
の
微
弱
さ
と
の
キ
シ
ミ
あ

い
の
な
か
に
生
じ
た
も
の
で
あ
り
、

（
一
面
で
は
家
系
の
固
定
佑
と
の
関
連
を
も
つ
が
）

上
級
士
大
夫
の
宮
人
と
し
て
の
無
能
佑
、
斉
時
代
の

陰
惨
な
皇
親
の
生
活
、
皇
帝
側
近
の
寒
人
に
よ
る
官
僚
機
構
運
営
の
破
壊
、
王
朝
の
運
命
の
短
か
い
こ
と
、
乙
れ
ら
は
す
べ
て
右
の
政
治
の
様

態
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
乙
と
は
換
言
す
れ
ば
皇
帝
の
一
元
的
人
頭
支
配
の
も
つ
矛
盾
な
の
で
あ
る
。

筆
者
は
か
つ
て
晋
宋
両
政
権
の
性
格
の
変
佑
を
素
姓
の
五
等
（
開
国
）
爵
制
か
ら
瞥
見
し
た
乙
と
が
ゐ
っ
た
。
そ
ζ

で
は
晋
時
代
五
等
爵
が

晋

爵

と

宋

爵
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上
層
部
の
士
大
夫
に
殆
ん
ど
自
動
的
に
与
え
ら
れ
て
い
た
が
、
宋
時
代
に
は
皇
帝
に
対
す
る
忠
誠
・
功
績
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、

非
士
大
夫
が
そ
こ
に
大
幅
に
進
出
し
て
き
た
乙
と
を
論

L
U。
本
稿
で
は
第
一
に
、
純
制
度
史
的
に
、
五
等
爵
が
晋
宋
両
時
代
で
ど
の
よ
う
に

変
佑
し
た
か
を
、
爵
の
温
存
面
で
検
討
し
、
第
二
に
、
晋
時
代
の
爵
制
と
（
周
時
代
害
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
た
）
中
国
の
封
建
制
と
の
相
異

を
明
か
に
し
、

第
三
に
、

そ
れ
ら
を
綜
合
し
て
右
に
述
べ
た
政
治
構
造
の
変
佑
へ
の
理
解
を
深
佑
す
べ
き
一
助
と
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
な
お
、
第
四
に
、
以
上
の
考
察
の
聞
に
五
等
爵
制
に
お
け
る
租
秩
の
乙
と
を
と
り
あ
げ
る
。

な
お
、
・
本
稿
で
い
う
爵
は
と
く
に
断
わ
ら
な
い
限
り
、

一
応
素
姓
の
五
等
（
開
国
）
爵
に
限
定
す
る
。

本
節
で
は
、
五
等
爵
の
継
承
を
制
度
史
的
に
考
察
し
、
そ
の
聞
に
晋
宋
両
時
代
に
お
け
る
相
異
点
を
と
り
あ
げ
る
。

第
一
に
、
両
時
代
殆
ん
ど
変
佑
の
な
か
っ
た
点
を
検
討
す
る
。
（
以
下
、

と
く
に
断
わ
ら
な
く
て
も
、
本
稿
で
い
う
家
の
「
継
承
」
は
、
爵

の
継
承
を
も
つ
も
の
と
す
る
。
）
晋
時
代
の
爵
の
継
承
に
関
し
、
仁
井
田
陸
民
は
、
通
典
に
、

晋
侍
中
関
純
云
、
古
者
所
以
重
宗
、
諸
侯
代
爵
献
胃
商
問
一
士
大
夫
代
禄
。
防
其
争
競
、
故
明
其
宗
。
今
、

王
侯
有
爵
土
、
其
所
防
、
与

古
無
異
。
重
嫡
之
制
、
不
得
不
問
。

と
あ
る
の
を
引
い
て
、
封
爵
相
続
人
に
は
、
第
一
に
嫡
妻
長
子
を
、
第
二
に
嫡
出
長
孫
を
選
定
す
べ
く
、
嫡
妻
長
子
の
兄
弟
は
嫡
出
長
孫
の
な

い
場
合
に
限
っ
て
選
定
さ
れ
る
べ
き
高
見
を
示
さ
れ
て
い
勺
そ
の
順
位
が
原
則
と
し
て
守
ら
れ
て
い
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
晋
書
芝

玉
野
伝
に
、

（
王
静
）
長
子
委
之
、
蘇
峻
時
為
護
軍
参
箪
。
週
害
。
要
之
子
昆
之
嗣
。

と
あ
る
。
王
畏
之
に
は
王
允
之
の
よ
う
な
著
名
の
弟
が
あ
っ
た
が
、
王
昆
之
が
玉
野
の
爵
彰
揮
牒
侯
を
嗣
い
だ
の
は
嫡
妻
長
子
に
つ
い
で
嫡
出



長
孫
が
襲
爵
の
順
位
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
原
則
が
守
ら
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
と
想
わ
れ
る
。
ま
た
庶
子
が
嫡
子
よ
り
も
年
長
の
場
合
で
あ
る

が
、
乙
の
際
も
嫡
子
が
襲
爵
し
て
い
る
。
晋
書
博
一
一
一
王
祥
伝
に
、

祥
有
五
子
。
肇
夏
複
烈
募
。
肇
撃
庶
。
夏
早
卒
。
葡
嗣
爵
。

爵
が
継
承
さ
れ
た
例
は
極
め
て
数
多
い
。

と
あ
る
の
は
そ
の
例
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
直
系
卑
属
l
男
系
男
子
を
敏
い
だ
と
き
の
乙
と
で
あ
る
が
、
晋
時
代
そ
れ
を
欠
い
だ
に
も
か
か
わ
ら
ず

乙
こ
に
若
干
の
例
を
あ
げ
る
と
、
従
子
の
場
合
と
し
て
、
晋
書
博
一
一
一
鄭
沖
伝
に
、

沖
無
子
。
以
従
子
徽
為
嗣
。

と
あ
り
、
晋
害
時
写
十
枯
伝
に
、
そ
の
子
が
な
か
っ
た
羊
枯
の
爵
の
継
承
に
闘
し
、

帝
以
祐
兄
子
襲
為
嗣
。
聾
以
、
ハ
久
没
不
得
為
人
後
。
帝
叉
令
輿
弟
伊
為
枯
後
。
叉
不
奉
詔
。
帝
怒
並
収
免
之
。
太
康
二
年
（
西
紀
二
八
一

と
（あ年
何りて

き石器
無書室

モ土空語
弟町為
子充鑑
放唇童
悶円山

奉
枯
嗣

と
あ
る
。
こ
う
し
た
爵
の
継
承
は
始
封
の
も
の
の
従
子
に
限
ら
ず
、
爵
が
伝
承
さ
れ
て
の
ち
、
伝
承
者
が
死
し
た
際
そ
の
従
子
が
爵
を
継
承
す

る
と
い
う
形
で
も
現
わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
晋
香
芝
陳
輿
伝
に
、
陳
審
の
爵
を
伝
襲
し
て
い
た
そ
の
曽
孫
陳
粋
が
永
事
中
に
害
に
遇
っ
た

の
を
記
し
て
の
ち
、

孝
武
帝
、
以
審
玄
孫
襲
爵
。
卒
。
弟
子
浩
之
嗣
。

と
あ
り
、
晋
書
博
玖
王
協
伝
に
、

〈
王
協
）
襲
爵
武
岳
侯
。
早
卒
、
無
子
。
以
弟
勘
子
誼
為
嗣
。

と
あ
り
、
晋
書
法
謝
安
伝
に
、

晋
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と

宋

爵

四



晋

爵

と

宋

爵

四

（
謝
該
）
無
子
。
弟
光
禄
勲
模
、
以
子
承
伯
嗣
。

と
あ
る
。
ま
た
、
従
孫
の
場
合
と
し
て
、
晋
書
一
時
一
山
荷
額
伝
に
、

荷
額
無
子
。
以
従
孫
徴
嗣
。

と
あ
り
、
晋
書
培
説
静
伝
に
、
親
指
M

に
は
唯
だ
一
子
魂
混
が
あ
っ
た
だ
け
で
あ
る
が
、
か
れ
に
先
立
っ
て
卒
し
て
お
り
、
庶
孫
規
融
｜
恐
ら

く
は
魂
混
の
子
ー
を
た
て
嗣
せ
し
め
よ
う
と
し
た
が
、
こ
れ
ま
た
早
卒
し
た
の
を
記
し
て
の
ち
、

従
孫
晃
嗣
。

と
あ
り
、
晋
書
措
院
籍
伝
に
、

（
庇
字
卒
。
）
無
子
。
従
孫
広
嗣
。

と
あ
り
、
晋
誉
博
一
肌
脅
紹
伝
に
、

（
替
紹
）
長
子
附
有
父
風
。
早
天
。
以
従
孫
翰
襲
封
。

と
あ
る
。
ま
た
、
従
兄
弟
の
子
の
場
合
と
し
て
、
晋
書
博
一
山
王
波
伝
に
、
王
出
の
庶
子
で
そ
の
博
陵
県
公
を
襲
い
だ
王
波
が
死
し
、
し
か
も
凌

に
子
が
無
か
っ
た
も
の
を
記
し
て
の
ち
、

太
元
二
年
（
酉
紀
三
七
七
年
）
、
詔
、
興
滅
継
絶
、
封
出
従
孫
道
素
、
為
博
陵
公
。

と
あ
り
、
’
晋
書
設
整
租
伝
に
、

超
無
子
。
従
弟
倹
之
、
以
子
僧
施
嗣
。

と
あ
る
。
有
二
例
は
始
封
の
場
合
の
も
の
で
な
い
が
、
必
ら
ず
や
始
封
の
場
合
に
も
そ
う
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
以
上
見
た
と
こ
ろ

か
ら
、
爵
の
継
承
が
事
実
上
極
め
て
広
範
な
も
の
で
あ
っ
た
の
が
知
ら
れ
よ
う
。

ち
な
み
に
、
晋
書
博
四
一
華
表
伝
に
、
観
陽
伯
で
あ
っ
た
華
表
の
卒
後
、

そ
の
長
子
華
奥
の
襲
封
に
つ
い
て
問
題
が
起
っ
た
と
き
の
こ
と
と
し



て、

『
肝
跡
）
？

（
前
略
）
大
鴻
瞳
何
遵
奏
、
良
免
為
庶
人
。
不
応
襲
封
。
請
、
以
表
世
孫
混
、
嗣
表
。
有
司
奏
目
、
民
所
坐
除
削
爵
。
爵
一
時
之
制
、
良
為

世
子
、
著
在
名
簿
。
不
聴
襲
嗣
、
此
為
刑
罰
再
加
。
云
云
。

と
あ
る
。
結
局
、
華
民
は
観
腸
伯
を
襲
い
、
卒
後
そ
の
長
子
華
混

l
右
文
に
見
え
る
世
孫
混
ー
が
さ
ら
に
観
陽
伯
を
襲
っ
て
い
る
。
ま
た
晋
書

博
一
肌
桓
温
伝
を
見
る
と
、
桓
温
は
そ
の
生
前
、
長
子
桓
照
を
世
子
と
し
て
い
る
が
、

の
名
簿
に
記
入
さ
れ
て
い
た
の
が
察
せ
ら
れ
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
封
爵
相
続
人
た
る
世
子
が
官

つ
ぎ
に
宋
時
代
で
あ
る
が
、
乙
の
時
代
に
お
い
て
も
封
爵
相
続
人
に
第
一
に
嫡
妻
長
子
、
第
二
に
嫡
出
長
孫
、
第
三
に
嫡
妻
長
子
の
兄
弟
、

を
選
定
す
べ
き
で
あ
っ
た
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
ま
た
こ
の
時
代
に
お
い
て
も
被
相
続
人
の
直
系
卑
属
｜
男
系
男
子
以
外
の
傍
系
男
子
に
よ

る
爵
の
継
承
が
往
々
見
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
例
え
ば
従
子
の
場
合
と
し
て
、
宋
害
時
一
四
王
鎮
悪
伝
に
、

（
王
康
無
子
。
）
以
克
河
西
太
守
基
子
天
枯
嗣
。

と
あ
り
、
宋
書
措
一
劉
懐
粛
伝
に
、

（
劉
慎
粛
卒
。
）
無
子
。
弟
懐
慎
、
以
子
蔚
祖
嗣
封
。

と
あ
り
、
宋
書
埼
一
孟
龍
符
伝
に
、

（
孟
龍
符
卒
。
）
無
子
。
弟
仙
客
、
以
子
微
生
嗣
封
。

と
あ
り
、
宋
書
誌
顔
師
伯
伝
に
、
顔
師
伯
と
同
時
に
、
そ
の
子
が
皆
殺
さ
れ
た
が
、

る
。
ま
た
、
宋
書
草
孝
一
種
一
趨
皇
后
伝
に
、

（
前
略
）
於
是
、
追
封
（
越
）
資
臨
賀
県
侯
。
務
長
子
宣
之
、
仕
至
江
乗
令
。
蚤
卒
。
無
子
。
以
弟
孫
襲
之
、
継
宣
之
、
紹
封
。

と
あ
る
が
、
こ
れ
は
従
孫
の
場
合
の
乙
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
従
兄
の
子
の
場
合
と
し
て
、
宋
書
禁
聖
子
祖
伝
に
、

の
ち
師
伯
の
弟
顔
師
仲
の
子
顔
幹
が
封
を
つ
い
だ
と
あ

晋

爵

と

宋
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孝
祖
子
悉
為
醇
安
都
所
殺
。
以
従
兄
子
慧
遠
継
封
。

と
あ
る
の
が
め
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
か
ら
見
て
爵
の
継
承
が
事
実
上
極
め
て
広
範
な
も
の
で
、
晋
時
代
と
ほ
ぼ
変
り
な
か
っ
た
の
が
窺
わ
れ
よ

っ。
た
だ
し
、
晋
宋
両
時
代
を
通
じ
子
が
無
い
た
め
爵
の
継
承
が
認
め
ら
れ
ず
国
除
と
な
っ
た
場
合
も
当
然
害
す
る
。

第
二
に
、
両
時
代
、
爵
の
継
承
に
関
し
て
大
き
い
相
異
面
が
存
し
た
こ
と
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
今
迄
見
て
き
た
爵
の
継
承
は
人
々
が
有
す

る
爵
の
う
ち
特
定
の
爵
の
継
承
を
対
象
と
し
た
・
も
の
で
あ
る
。
こ
の
際
特
定
の
爵
と
い
う
の
は
一
人
の
有
す
る
爵
の
う
ち
そ
の
も
の
が
死
亡
時

有
し
た
爵
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
晋
時
代
、
す
で
に
爵
を
有
す
る
も
の
が
新
た
に
他
の
爵
を
有
す
べ
き
際
、
あ
る
い
は
新
た
に
爵

を
昇
さ
れ
る
際
、

そ
の
も
の
は
、
皇
帝
に
請
う
て
（
世
子
た
る
べ
き
）
嫡
妻
長
子
を
除
く
直
系
卑
属

l
男
系
男
子
、
あ
る
い
は
傍
系
男
子
に
、

新
た
に
宥
す
べ
き
爵
を
有
せ
し
め
あ
る
い
は
昇
る
ま
え
の
旧
爵
を
（
往
々
や
や
変
佑
さ
せ
て
）
襲
が
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

い
ま
そ
れ
に
つ
い
て
検
討
す
る
が
、
そ
の
ま
え
に
説
時
代
の
爵
を
め
ぐ
る
制
度
に
ふ
れ
て
お
く
。
旧
来
有
爵
者
の
近
親
に
対
し
、
封
一
戸
を
分

つ
こ
と
と
爵
を
下
賜
す
る
こ
と
と
が
一
体
佑
し
て
行
わ
れ
て
い
た
。
後
漢
末
す
で
に
曹
氏
は
そ
う
し
た
こ
と
を
後
漢
の
皇
帝
の
名
に
お
い
て
行

っ
て
い
た
。
現
志
鳩
曹
洪
伝
に
、

初
、
太
祖
分
洪
戸
、
封
子
震
列
侯
。

と
あ
り
、
現
士
山
時
十
張
遼
伝
に
、

分
封
兄
汎
及
一
子
、
列
侯
。

と
あ
り
、
説
志
一
一
十
子
禁
伝
に
、

分
自
五
百
戸
、
封
一
子
列
侯
。

と
あ
る
の
は
そ
の
例
で
あ
る
。
こ
れ
は
説
に
入
っ
て
か
ら
盛
に
行
わ
れ
た
。
そ
の
若
干
の
例
を
あ
げ
る
と
、
現
士
山
詩
文
帝
本
紀
、
責
初
二
年



（
西
紀
二
二
一
年
）
二
年
正
月
の
条
に
、

辛
巳
、
分
三
公
戸
色
、
封
子
弟
各
一
人
、
為
列
侯
。

と
あ
り
、
競
志
鳩
夏
侯
尚
伝
に
、

（
平
陵
郷
侯
夏
侯
尚
亮
。
）
子
玄
嗣
。
叉
分
尚
一
戸
三
百
、
賜
尚
弟
子
事
爵
関
内
侯
。

と
あ
り
、
現
志
鳩
曹
仁
伝
に
、

（
曹
）
泰
亮
。
子
初
嗣
。
叉
分
封
泰
弟
楢
・
範
、
皆
為
列
侯
。

と
あ
り
、
現
志
坤
夏
侯
惇
伝
に
、

（
夏
侯
惇
亮
。
）

列
集
。

子
充
嗣
。
帝
追
思
惇
功
、
欲
使
子
孫
畢
食
、
分
惇
邑
千
戸
、

賜
惇
七
子
二
孫
、
爵
皆
関
内
長
。
惇
弟
廉
及
子
株
素
自
封

と
あ
り
、
競
志
鳩
買
休
伝
に
、

初
文
帝
分
休
戸
三
百
、
封
肇
弟
纂
為
列
侯
。

と
あ
り
、
現
士
山
博
曹
詔
伝
に
、

叉
進
爵
菰
寿
郷
侯
、
増
邑
三
百
。
井
前
八
百
戸
。
叉
分
邑
二
百
、
封
小
子
訪
為
列
侯
。

と
あ
り
、
現
志
玲
十
鐘
伝
叫
に
、

（
鐘
な
揖
。
）
子
競
嗣
。
初
文
帝
分
銃
戸
邑
、
封
鱗
弟
演
及
子
勘
・
孫
予
列
侯
。

と
あ
り
、
現
志
隣
十
程
皇
伝
に
、

文
帝
践
昨
、
復
為
衛
尉
。
進
封
安
郷
集
、
増
邑
三
百
戸
、
井
前
入
百
一
戸
。
分
封
少
子
延
及
孫
暁
列
集
。

と
あ
り
、
現
志
一
時
十
張
既
伝
に
、

晋

爵

と

宋

爵

四
五



晋

爵

と

宋

爵

四
六

黄
初
四
年
（
西
紀
ニ
ニ
三
年
）
（
張
既
）
嘉
。
詔
日
、
・
・
・
・
其
賜
小
子
翁
帰
爵
関
内
侯
。
子
絹
嗣
。

と
あ
り
、
説
士
山
時
十
徐
晃
伝
に
、

太
和
元
年
（
西
紀
二
三
四
年
）
（
徐
晃
）
嘉
。
・
・
・
・
・
・
子
蓋
嗣
。
蓋
亮
。
子
覇
嗣
。
明
帝
分
晃
戸
、
封
晃
子
孫
二
人
列
侯
。

と
あ
り
、
現
士
山
崎
一
十
張
部
伝
に
、

部
前
後
征
伐
有
功
。
明
帝
分
部
戸
、
封
部
四
子
列
侯
、
賜
小
子
爵
関
内
侯
。

と
あ
り
、
説
志
博
一
一
陳
群
伝
に

青
龍
四
年
（
西
紀
二
三
六
年
）
（
陳
群
）
亮
。
盛
田
靖
侯
。
子
泰
嗣
。
帝
追
思
霊
功
徳
、
分
室
戸
邑
、
封
一
子
列
侯
。

と
め
り
、
説
志
博
一
－
一
社
襲
伝
に

明
帝
即
位
。
進
封
平
腸
郷
侯
。
・
・
・
・
分
邑
百
戸
、
賜
兄
基
爵
関
内
侯
。

と
あ
り
、
現
志
註
握
林
伝
に
、

明
帝
叉
分
林
邑
、
封
一
子
列
侯
。

と
あ
り
、
説
志
博
仁
王
基
伝
に
、

進
封
安
郷
侯
。
上
疏
求
分
戸
二
百
、
賜
叔
父
子
喬
爵
関
内
侯
、
以
報
叔
父
推
育
之
徳
。
有
詔
、
特
聴
。

と
あ
る
。
こ
の
際
、
現
志
博
二
桓
階
伝
に
、

階
疾
病
0

・
・
・
・
徒
封
安
楽
郷
侯
。
邑
六
百
戸
。
叉
賜
階
三
子
爵
関
内
侯
。
祐
以
嗣
子
不
封
。
病
卒
。
叉
迫
贈
関
内
侯
。

と
あ
る
の
か
ら
見
て
、
（
通
常
）
（
嫡
妻
）
長
子
に
対
し
て
は
そ
の
父
の
封
一
戸
を
分
ち
か
っ
爵
を
賜
う
こ
と
は
な
か
っ
た
（
換
言
す
れ
ば
嫡
妻
長
子

は
父
の
爵
の
推
定
相
航
人
と
な
っ
て
い
た
）
と
し
て
よ
か
ろ
う
。
な
お
、
説
志
一
一
曹
真
伝
に
、



真
少
与
宗
人
曹
遵
・
郷
人
朱
讃
、
並
事
太
担
。
道
・
讃
早
亡
。
真
感
之
、
乞
分
所
食
邑
封
遵
・
讃
子
。
詔
日
、
大
司
馬
有
叔
向
撫
孤
之
仁
、

篤
委
平
久
要
之
分
。
君
子
成
人
之
美
。
聴
分
真
巴
賜
遵
・
讃
子
爵
関
内
侯
、
各
百
戸
。

と
あ
る
。
こ
の
記
事
は
、
封
戸
を
分
ち
爵
を
近
親
に
賜
う
こ
と
が
盛
行
し
て
い
た
の
を
裏
面
か
ら
証
す
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
う
し
た
制
度
は
、
有
功
者
に
対
す
る
（
広
議
の
）
賞
与
の
一
種
で
あ
っ
て
、
基
体
と
な
る
べ
き
人
物
の
旧
来
の
爵
を
温
存
す
る
こ
と
と
は

関
係
な
い
。
晋
時
代
に
入
つ
で
も
そ
の
残
存
は
あ
る
。
す
な
わ
ち
晋
香
芝
破
邪
武
王
他
伝
に
、
封
王
の
場
合
で
あ
る
が
、

（
現
邪
王
他
莞
。
）
臨
終
、
表
求
葬
母
太
妃
陵
次
、
井
乞
分
国
封
四
子
。
帝
許
之
。

と
あ
る
。
ま
た
晋
書
諸
倖
抵
伝
に
、

（
侍
抵
）
以
討
楊
駿
勲
、
当
封
郡
公
八
千
戸
。
国
譲
、
減
半
。
降
封
霊
川
県
公
千
八
百
戸
。
余
二
千
二
百
戸
、
封
少
子
暢
為
武
郷
亭
侯
。
叉

以
本
封
、
賜
兄
子
山
世
間
為
東
明
亭
侯
。

と
あ
る
。
こ
の
際
の
「
本
封
」
と
は
関
内
侯
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
乙
う
し
た
制
度
は
晋
に
入
る
と
極
め
て
少
な
く
な
っ
て
お
り
、

爵
を
近
親
者
に
与
え
る
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
そ
れ
は
つ
ぎ
に
述
べ
る
よ
う
な
、

（
世
子
た
る
べ
き
）
嫡
委
長
子
を
除
く
直
系
卑
属
｜
男

系
の
男
子
、
あ
る
い
は
傍
系
男
子
に
、
新
た
に
有
す
べ
き
爵
を
代
っ
て
有
せ
し
め
、
あ
る
い
は
旧
爵
を
（
往
々
や
や
変
佑
さ
せ
て
）
襲
が
せ
る
と
い

う
制
度
に
と
っ
て
代
わ
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
乙
の
新
制
度
は
単
に
そ
う
し
た
意
味
で
の
前
制
度
の
否
定
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
ま

晋
書
法
郡
豊
伝
に
、

っ
た
く
新
ら
し
い
歴
史
的
意
義
を
も
つ
も
の
と
し
て
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
ず
そ
の
具
体
例
を
あ
げ
る
と
、

（
郡
聾
）
更
封
南
昌
県
公
。
以
先
爵
、
封
其
子
曇
。

と
あ
る
。
都
曇
は
郡
豊
の
第
二
子
で
あ
る
。
都
聾
の
先
爵
は
高
平
侯
で
あ
る
が
、

都
曇
は
そ
れ
に
よ
っ
て
安
東
白
と
な
っ
て
い
る
。
宋
書
巻
四

f

十
九

劉
鐘
伝
に
、
東
晋
時
代
の
こ
と
と
し
て
、

（
劉
鐘
）
以
広
固
功
、
封
永
新
県
男
食
邑
五
百
戸
。
・
・
・
・
平
萄
功
、
応
封
四
百
戸
男
。
以
先
有
封
爵
、
減
戸
、
以
賜
次
子
敬
順
高
畠
県
男
食

晋

爵

と

宋

爵

四
七



晋

爵

と

宋

爵

四
i¥ 

自
百
戸
。
リ
、
ま
た
宋
書
巻
五
長
沙
景
王
道
憐
云
乙
、
東
晋
時
代
の
こ
と
と
し
て
、

十
一

f
l

（
劉
道
憐
）
以
広
固
功
、
改
封
寛
陵
県
公
食
邑
千
戸
。
減
先
封
戸
巴
之
半
、
以
賜
次
子
議
宗
。

と
あ
り
、
晋
書
一
市
川
桓
温
伝
に
、

升
平
中
、
改
封
南
郡
公
。
降
臨
賀
為
県
公
、
以
封
其
次
子
済
。

と
あ
り
、
ま
た
晋
書
ぽ
王
悟
伝
を
見
る
と
、
王
悟
は
王
導
の
第
二
子
で
あ
る
が
、

（
王
悟
）
襲
爵
即
丘
子
。

と
あ
り
、
晋
書
博
問
王
協
伝
を
見
る
と
、
王
協
は
王
導
の
第
四
子
で
あ
る
が
、

（
王
協
）
襲
爵
武
岡
侯
。

と
あ
る
。
即
正
子
と
は
王
導
が
伝
襲
し
た
そ
の
祖
父
王
覧
の
爵
で
あ
り
、
武
岡
侯
と
は
王
導
が
華
軟
を
討
っ
た
功
を
以
て
封
ぜ
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
。
王
導
は
つ
い
で
始
興
（
郡
）
公
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
そ
の
長
子
王
悦
の
系
統
が
襲
い
で
い
る
が
、
い
ま
ま
で
に
見
た
と
こ
ろ
と
ゐ
わ
せ
考

ぇ
、
王
導
は
武
岡
侯
と
な
っ
た
と
き
即
正
子
を
第
二
子
に
襲
が
せ
、
始
興
公
と
な
っ
た
と
き
武
岡
侯
を
第
四
子
に
襲
が
せ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

晋
書
措
謝
玄
伝
に
、

（
謝
玄
）
以
勲
、
封
出
版
楽
県
公
。
玄
議
以
先
封
東
興
侯
、
賜
兄
子
玩
。
詔
聴
之
、
更
封
玩
予
寧
伯
。

と
あ
り
、
ま
た
宋
書
時
四
檀
留
伝
に
、
東
晋
時
代
の
こ
と
と
し
て
、

（
檀
留
）
従
討
慮
循
。
於
左
里
、
叉
有
戦
功
。
弁
論
広
固
功
、
更
封
宜
陽
県
侯
食
巴
千
一
戸
。
降
先
封
一
等
為
伯
、
減
一
戸
之
半
二
百
五
十
戸
、

賜
（
檀
）
瓶
子
強
。

と
あ
る
。
檀
祇
は
檀
詔
の
弟
で
あ
る
o

ま
た
晋
書
時
一
肌
桓
玄
伝
に
、



玄
調
朝
廷
、
以
己
平
元
顕
功
、
封
予
章
公
、
食
安
成
郡
。
地
方
二
百
二
十
五
里
、
邑
七
千
五
百
一
円
。
平
仲
堪
・
伶
期
功
、
封
桂
陽
郡
公
。
地

方
七
十
五
皇
、
口
巴
二
千
五
百
戸
。
本
封
南
郡
如
故
ο

玄
以
予
章
、
改
封
息
昇
。
桂
陽
郡
公
、
賜
兄
子
俊
、
降
為
西
道
県
公
。

と
あ
る
。
当
時
桓
玄
は
漸
く
野
望
を
露
わ
に
し
て
い
た
。
従
っ
て
右
の
爵
に
関
す
る
記
事
に
は
受
禅
へ
の
コ

l
ス
の
一
段
階
と
い
う
意
味
が
多

分
に
含
ま
れ
て
は
い
る
が
、
兄
の
子
桓
俊
へ
の
爵
の
措
置
に
、
今
迄
見
て
き
た
の
と
同
じ
性
格
の
も
の
を
窺
お
う
と
す
る
の
は
強
ち
無
理
で
は

あ
る
ま
い
。
と
こ
ろ
で
、
後
述
の
よ
う
に
、
義
秀
の
少
子
斐
聞
は
、
そ
の
兄
裳
溶
の
距
鹿
郡
公
の
爵
を
襲
ぐ
べ
き
溶
の
庶
子
袈
僚
を
さ
し
お
い

て
釦
鹿
郡
公
の
爵
を
襲
い
だ
が
、
晋
品
替
差
窪
回
伝
に
は
、

及
（
楊
）
駿
誌
、
以
功
当
封
武
昌
侯
。
簡
請
以
封
慢
。
帝
寛
封
領
次
子
該
。
領
苦
陳
、
慢
本
承
嫡
。
宜
襲
組
鹿
。
先
帝
恩
旨
、
辞
不
獲
命
。

井
」
み
の
ヲ
。
。

武
田
之
封
、
己
之
所
蒙
。
特
請
以
封
慢
。
該
時
尚
主
。
故
帝
不
許
。

こ
の
記
事
は
、

新
た
に
旧
と
異
る
爵
ー
さ
き
の
も
の
に
比
し
て
低
い
ー
を
有
す
べ
き
際
、

そ
れ
を
次
子
に
与
え
た
例
で
あ
る
が
、

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
裂
舗
が
鎧
鹿
郡
公
と
な
っ
た
と
き
に
考
察
の
開
始
点
を
お
い
た
際
、
右
の
帝
の
処
置
は
単
に
謝
該
が
公
主
に
尚
し

て
い
た
た
め
に
昼
じ
た
と
い
う
よ
り
も
、
当
時
の
旧
爵
温
存
の
原
則
の
適
用
あ
る
い
は
準
用
に
よ
る
と
さ
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

な
お
、
現
時
代
に
あ
っ
て
は
旧
爵
の
温
存
は
見
当
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
南
斉
書
博
二
予
章
文
献
王
伝
に
、
宋
堕
代
の
こ
と
と
し
て
、

太
祖
破
醇
索
児
、
改
封
西
陽
。
以
先
爵
、
賜
為
晋
寿
県
侯
。

と
あ
る
。
議
疑

i
後
の
斉
の
予
章
文
献
王

i
は
、
覇
道
成
｜
後
の
斉
の
太
祖
｜
の
第
二
子
に
あ
た
る
。
粛
道
成
は
そ
の
父
粛
承
之
が
宋
朝
か
ら
授

げ
ら
れ
た
晋
興
県
五
等
男
（
五
等
男
は
男
爵
よ
り
下
位
の
爵
で
あ
る
）

の
「
爵
」
を
襲
い
で
い
る
。
後
、
道
成
は
西
陽
県
侯
と
な
っ
て
い
る

が
、
右
の
南
斉
書
予
章
文
献
王
伝
の
記
事
に
則
っ
て
考
え
れ
ば
、
こ
の
と
き
、
晋
興
県
五
等
男
を
以
て
そ
の
第
二
子
巌
に
賜
っ
た
こ
と
に
な
る
。

晋
時
代
先
爵
を
そ
の
第
二
子
（
以
下
）

に
賜
わ
る
と
き
は
、
そ
れ
以
下
の
等
に
降
さ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
り
、
例
外
的
に
王
導
の
第
二
子
王
悟

、
第
四
子
王
協
が
同
等
の
爵
を
賜
わ
っ
た
こ
と
や
、
侍
位
向
が
上
級
の
爵
を
賜
わ
っ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
右
は
そ
う
し
た
例
外
の
場
合
に
あ
て
は

晋

爵

と

宋

爵

四
ブL



普

爵

と

宋

爵

五。

ま
る
。
管
見
の
及
ぶ
範
囲
で
は
、
宋
時
代
に
お
け
る
旧
爵
の
温
存
は
こ
れ
だ
け
で
あ
る
。
晋
宋
両
時
代
で
旧
爵
の
温
存
に
関
し
前
者
は
肯
定
的

積
極
的
、
後
者
は
否
定
的
消
極
的
で
あ
っ
た
と
断
じ
て
大
過
な
い
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
晋
時
代
、
爵
の
相
続
に
お
い
て
前
に
述
べ
た
相
続
順
位
が
守
ら
れ
て
い
な
い
場
合
が
往
々
存
す
る
。
例
え
ば
晋
書
博
正
義
一
秀
伝

t乙、
（
裟
秀
）
有
二
子
溶
・
額
。
濯
嗣
。
・
・
・
・
早
卒
。
溶
庶
子
慢
不
恵
。
別
封
高
陽
苧
侯
。
以
溶
少
弟
儲
嗣
。

と
あ
り
、
晋
書
主
義
餌
伝
に
、

買
充
即
領
従
母
夫
也
。
表
、
秀
有
佐
命
之
勲
。
不
幸
嫡
長
喪
亡
、
遺
孤
稚
弱
。
領
才
徳
英
茂
、
足
以
興
国
嗣
。
詔
領
、
襲
爵
。
儲
固
譲
不
許
。

と
あ
る
が
、
右
の
領
装
の
輩
行
主
義
に
則
る
と
も
い
う
べ
き
爵
の
相
続
が
原
則
に
は
な
れ
た
不
当
の
も
の
で
あ
っ
た
の
は
明
か
で
あ
る
。
ま
た

晋
墨
江
…
陶
侃
伝
を
見
る
と
、
陶
騒
が
有
爵
者
陶
侃
の
世
子
と
な
っ
て
い
た
が
陶
侃
に
先
立
っ
て
卒
し
た
た
め
、
（
踏
の
弟
と
思
わ
れ
る
）
陶

夏
が
改
め
て
世
子
と
な
っ
て
い
る
。
陶
暗
に
は
間
弘
と
い
う
子
が
い
た
。
陶
夏
が
向
侃
の
爵
を
襲
ぐ
ま
え
（
つ
ま
り
陶
侃
の
生
前
）
に
卒
し
た

た
め
、詔
、
復
、
以
膳
息
弘
、
襲
侃
爵
。

と
あ
る
が
、
向
夏
が
世
子
と
定
め
ら
れ
た
と
と
ろ
に
は
、
輩
行
主
義
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
と
こ
ろ
で
嫡
系
主
義
の
否
定
は
一
般
に
い
う
輩

行
主
義
以
外
の
形
に
も
現
わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
晋
書
桓
玄
伝
に
、

温
甚
愛
異
之
（
綿
花
を
）
。
臨
終
、
命
以
為
嗣
、
襲
爵
南
郡
公
。

と
あ
る
。
桓
玄
は
桓
温
の
第
六
子
で
か
つ
庶
子
で
あ
っ
た
。
温
が
亮
じ
た
と
き
兄
た
ち
は
す
べ
て
生
存
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
う
ち
庶

子
が
ど
れ
ど
れ
で
あ
っ
た
か
わ
か
ら
な
い
が
、
何
れ
に
し
て
も
最
年
少
の
庶
子
た
る
玄
が
温
の
爵
を
つ
い
だ
の
が
正
常
で
な
い
の
は
疑
い
な
い

と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
晋
書
博
明
一
王
戎
伝
に
、
王
戎
の
子
王
万
が
卒
し
た
こ
と
を
記
し
て
の
ち
、



有
庶
子
興
。
戎
所
不
歯
。
以
従
弟
陽
平
太
守
情
子
、
為
嗣
。

と
あ
っ
て
、
直
系
を
排
し
て
傍
系
に
爵
を
襲
が
し
め
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
諸
例
は
い
く
ら
多
く
あ
っ
て
も
原
則
の
存
在
を
否

定
す
る
も
の
と
は
い
え
な
い
が
、
原
則
を
守
る
こ
と
自
体
が
ル
ー
ズ
に
な
っ
て
い
た
の
を
示
唆
す
る
の
は
疑
い
な
い
。

が
、
宋
書
尚
一
」
橋
叔
度
伝
に
、

（
橋
湛
之
）
以
南
奔
、
賜
都
郷
侯
。
大
明
四
年
（
西
紀
四
六
O
年
）
卒
。
・
・
・
・
子
淵
庶
生
。
宣
公
主
、
以
淵
有
才
、
表
為
嫡
嗣
。

一
方
、
宋
時
代
で
あ
る

と
あ
る
。
郷
侯
は
い
う
ま
で
も
な
く
五
等
爵
の
下
に
あ
る
も
の
で
、
か
っ
伝
襲
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
継
承
の
順
位
も
当
然
五
等
爵
の
場

合
と
同
一
で
あ
ろ
う
が
、
右
の
椿
淵
の
襲
爵
は
そ
の
原
則
を
破
っ
て
い
る
。
し
か
し
こ
う
し
た
こ
と
は
宋
時
代
殆
ん
ど
他
に
例
が
な
く
、
ま
た

管
見
の
及
ぶ
範
囲
で
は
、
晋
時
代
に
往
々
見
え
る
よ
う
な
爵
の
変
則
的
な
継
承
は
な
い
。

い
ま
晋
米
両
時
代
に
お
い
て
こ
う
し
た
相
異
の
生
じ
た
背
景
の
一
端
を
考
え
て
見
る
と
、
ま
ず
晋
時
代
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
新
旧
の
爵
の

継
承
問
題
が
あ
る
。
さ
き
に
見
た
斐
簡
の
よ
う
に
そ
の
父
の
爵
が
最
高
の
も
の
で
、
自
ら
の
功
に
よ
り
授
け
ら
れ
る
べ
き
爵
が
そ
れ
よ
り
も
低

い
と
い
う
の
は
例
外
的
で
あ
り
、
遇
措
は
父
祖
の
も
の
を
襲
い
だ
爵
よ
り
も
新
ら
し
く
授
け
ら
れ
た
爵
の
方
が
高
く
、
ま
た
自
ら
が
次
々
に
授

け
ら
れ
た
爵
も
普
通
の
ち
ほ
ど
高
い
も
の
で
あ
る
が
、

こ
う
し
た
際
の
新
旧
の
爵
の
継
承
に
関
し
種
々
の
複
雑
な
ケ
l
ス
が
不
可
避
的
に
生
じ

て
く
る
。
例
え
ば
さ
き
に
見
た
よ
う
に
王
導
の
第
二
子
王
悟
は
導
の
爵
即
丘
子
を
襲
い
で
い
る
。
乙
の
即
正
子
は
王
導
が
そ
の
祖
父
王
覧
か
ら

伝
襲
し
た
も
の
で
あ
る
。
新
ら
し
く
よ
り
高
い
爵
が
授
け
ら
れ
、
か
っ
旧
い
爵
よ
り
も
低
い
爵
を
そ
の
子
孫
（
一
族
）
に
改
め
て
授
け
ら
れ
（
あ
る

い
は
襲
が
し
め
ら
れ
る
）
際
、
嫡
妻
長
子
が
そ
の
よ
り
高
い
爵
の
継
承
者
た
る
べ
く
予
定
さ
れ
、
低
い
爵
が
第
二
子
以
下
に
授
け
ら
れ
あ
（
あ

る
い
は
襲
が
し
め
ら
れ
る
）

の
は
一
般
的
で
あ
り
、
そ
れ
が
制
度
的
に
定
ま
っ
て
い
た
の
は
殆
ん
ど
間
違
い
な
い
か
ら
、
乙
う
し
た
点
か
ら
い

え
ば
右
の
即
正
子
の
爵
を
王
悟
が
襲
い
だ
の
に
無
理
は
な
い
。
し
か
し
、
即
正
子
の
爵
の
継
承
と
い
う
点
か
ら
だ
け
い
え
ば
、
そ
れ
は
嫡
系
主

義
が
王
導
の
次
の
世
代
で
制
度
的
に
否
定
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
当
時
に
お
け
る
特
殊
な
爵
制
自
体
が
、
そ
の
継
承
面
に

晋

爵

と

宋

爵
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晋

爵

と

宋

爵
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矛
盾
を
字
ん
で
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
よ
う
な
矛
盾
が
広
く
爵
の
継
承
に
お
け
る
ル

l
ズ
さ
の
生
起
に
間
接
的
心
理
的
に
働
き
か
け
た

こ
と
は
否
定
出
来
ぬ
で
あ
ろ
う
。

一
方
宋
時
代
は
日
爵
が
温
寄
さ
れ
る
こ
と
は
殆
ん
ど
な
く
、
従
っ
て
爵
の
相
続
に
お
い
て
右
に
見
た
よ
う
な

矛
盾
も
亦
殆
ん
ど
生
ず
べ
く
も
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
晋
宋
両
時
代
に
お
け
る
右
の
相
異
を
生
じ
た
背
景
の
一
つ
と
し
て
、

旧
爵
の
温
存
の
有
無
の
影
響
が
あ
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

ち
な
み
に
、
宋
時
代
に
は
か
つ
て
現
時
代
盛
行
し
た
分
封
が
殆
ん
ど
消
え
去
っ
て
い
る
。
た
だ
封
国
の
収
入
を
近
親
に
分
け
る
べ
き
で
あ
る

と
い
う
考
え
は
か
な
り
強
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
宋
書
持
謝
弘
微
伝
に
、

（
謝
弘
微
）
襲
（
従
叔
謝
）
峻
爵
建
国
県
侯
。
弘
微
家
素
貧
倹
。
而
所
継
豊
泰
、
階
受
書
数
千
巻
固
定
数
人
而
己
。
遺
財

（
祝
日
）
義
照
初
、

－R
ト
町
、

A
d
－－
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一
無
関
予
。
（
謝
）
混
聞
而
駕
歎
、
調
国
郎
巾
令
漆
凱
之
目
、
建
国
国
禄
、
本
応
与
北
舎
共
之
。
国
侯
既
不
措
意
。
今
可
依
常
分
送
。

弘
微
或
違
混
言
、
乃
少
有
所
受
。

と
あ
る
。

ま
た
、
室
長
世
朋
恵
開
伝
に
、

凡
為
父
起
四
寺
。
南
岸
南
岡
下
、
名
目
禅
岡
寺
。
曲
阿
旧
郷
宅
、
名
目
禅
郷
寺
。
京
口
基
亭
、
名
目
禅
亭
寺
c

所
封
封
陽
県
、
名
目
禅
封
寺
。

「
北
舎
」
と
は
謝
弘
微
の
本
家
を
指
す
。

謂
国
僚
日
、
封
秩
葦
鮮
、
而
兄
弟
甚
多
。
若
使
全
関
一
人
、
則
在
我
所
譲
。
若
使
人
人
等
分
、
叉
事
可
悲
恥
。

寺
衆
既
立
、
白
宜
悉
供
僧

衆
。
由
是
、
国
秩
不
復
下
均
。

と
あ
る
の
は
そ
の
一
端
を
物
語
り
、

さ
わ
り
に
宋
書
尚
一
世
木
齢
石
伝
に
、

（
朱
）
景
符
卒
。
子
組
宜
刷
。
金
制
之
封
、
八
年
不
反
、
及
不
分
姑
国
秩
、
奪
爵
。
云
云
。

と
あ
る
の
は
そ
れ
が
制
度
的
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
の
を
示
唆
す
る
。
習
時
代
の
封
一
円
は
実
封
で
あ
る
か
ら
、
分
封
、
旧
爵
の
下
賜
を
受
け

た
近
親
は
実
質
的
に
収
入
を
え
る
。
宋
時
代
封
国
の
収
入
を
近
親
に
分
け
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
恐
ら
く
前
代
・
晋
時
代
の
そ
う
レ

た
大
勢
を
も
と
に
し
て
生
じ
て
き
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
い
く
ら
義
務
的
な
も
の
に
ま
で
強
ま
っ
た
に
し
て
も
、
そ
れ
は
さ
き
に
と
り
あ



げ
た
旧
爵
の
温
存
と
は
無
関
係
な
も
の
な
の
で
あ
る
。

前
節
で
は
同
一
王
朝
内
に
お
け
る
爵
の
温
帯
を
と
り
あ
げ
、
晋
宋
両
時
代
で
相
異
の
あ
っ
た
こ
と
を
検
討
し
た
。
本
節
で
は
前
王
朝
の
爵
の

温
存
を
と
り
あ
げ
、
晋
宋
両
王
朝
で
相
異
の
め
っ
た
こ
と
を
検
討
す
る
。
六
朝
に
お
い
て
は
、
受
禅
と
い
う
形
を
と
っ
て
新
王
朝
が
で
き
る
ピ

け
に
、
前
王
朝
の
爵
の
存
続
を
あ
る
程
度
ま
で
認
め
て
も
、
そ
れ
は
や
む
を
え
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
レ
か
し
そ
れ
に
し
て
も
晋
建
国
に
あ

と
あ
る
。

た
っ
て
は
、
六
朝
の
他
の
場
合
と
は
異
な
る
様
相
が
見
え
る
の
で
あ
る
。

ま
ず
規
建
国
の
場
合
、
貌
志
詩
文
帝
本
紀
、
黄
初
元
年
（
西
紀
二
二

O
年
）
十
一
月
の
条
に
、

以
漢
諸
侯
王
為
崇
徳
侯
、
列
侯
為
関
中
俣
。

つ
ぎ
に
宋
建
国
の
場
合
、
宋
書
功
一
非
常
本
紀
下
永
初
元
年
（
西
紀
四
二

O
年
）
六
月
の
詔
に
、

戚
随
連
改
0

・
・
・
・
可
降
始
興
公
、
封
始
興
県
公
。

晋
民
封
前
、

蹴
蹴
公
、

封
柴
桑
県
公
。

各
々
千
戸
。

始
安
公
、
封
高
浦
県
供
。
長
沙

公
、
封
酷
陵
県
侯
。
康
楽
公
、
可
即
封
県
侯
。
各
々
五
百
戸
。
以
奉
晋
故
丞
相
王
導
・
太
侍
謝
安
・
大
将
軍
温
隔
・
大
司
馬
問
侃
・
車
騎
将

軍
謝
玄
之
問
。
其
宣
力
範
照
、
同
銀
難
者
、
一
依
本
秩
、
無
所
減
降
。

と
あ
る
o

つ
ぎ
に
斉
建
国
の
場
合
、
南
斉
書
一
言
帝
本
紀
下
建
元
一
苅
年
（
西
紀
四
七
九
年
）
四
月
の
詔
に
、

宋
氏
通
供
、
乃
宜
随
運
省
替
。
・
・
・
・
降
差
之
典
、
道
往
制
。
南
康
県
公
・
華
容
県
公
、
可
為
侯
。
洋
郷
県
侯
可
為
伯
。
減
一
戸
有
差
。
以
継
劉

穆
之
・
王
弘
・
何
無
忌
後
。

と
あ
り
、
同
年
五
月
の
詔
に
、

度
運
革
命
、
引
爵
改
封
。
宋
民
第
秩
、
離
宜
省
替
、
其
有
預
効
屯
夷
、
宣
力
斉
業
者
、

一
向
山
本
封
、
無
所
減
降
。

= 日
爵

と

宋

爵

五：
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つ
ぎ
に
梁
建
国
の
場
合
、
梁
書
コ
武
帝
本
記
申
天
監
元
年
（
西
紀
五
O
二
年
）
四
月
の
詔
に
、

興
運
升
降
、
前
代
旧
章
。
斉
世
王
侯
封
爵
、
悉
皆
降
省
。
其
有
効
著
難
難
者
、
別
有
後
命
。
惟
宋
汝
陰
王
不
在
除
例
。

と
あ
る
。
こ
れ
ら
を
通
じ
て
い
え
る
こ
と
は
、
た
と
え
例
外
的
に
前
王
朝
の
爵
が
杏
続
す
る
に
し
て
も
、

（
新
王
朝
の
建
設
に
当
主
が
別
に
功

績
が
な
か
っ
た
場
合
）
そ
の
爵
が
降
爵
さ
れ
た
形
で
帯
す
る
こ
と
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
晋
建
国
に
あ
た
っ
て
は
（
前
王
朝
の
爵
が
一
般
に
温
帯
さ
れ
、
か
つ
）
降
爵
は
な
い
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
現
志
時
官
官
蕗
伝

に
、
戚
照
中
、
閲
建
五
等
。
案
以
著
勲
前
朝
、
改
封
憧
南
頓
子
。

と
あ
り
、
説
志
一
立
十
王
粛
伝
に
、

（
王
粛
亮
。
）
子
揮
制
。
憧
強
。
無
子
。
国
絶
。
景
元
四
年
（
西
紀
二
六
三
年
）
、
封
粛
子
悔
為
蘭
陵
侯
。
戚
照
中
、
開
建
五
等
。
以
粛
著
勲

前
朝
、
改
封
陶
為
承
子
。

と
あ
り
、
説
志
酷
十
劉
放
伝
に
、

及
戚
照
中
、
開
建
五
等
。
以
放
・
資
著
勲
前
朝
、
改
封
正
方
域
子
、
宏
離
石
子
。

と
あ
る
。
劉
正
は
方
城
侯
劉
放
の
爵
を
つ
い
だ
も
の
で
あ
り
、
孫
宏
は
中
都
侯
孫
資
の
子
で
そ
の
爵
を
つ
い
だ
も
の
で
あ
る
。
ま
た
現
志
博
一
一
一

博
蝦
伝
に
、

（
侍
蝦
莞
。
）
子
抵
嗣
。
戚
照
中
、
開
建
五
等
。
以
蝦
著
勲
前
朝
、
改
封
幅
浬
原
子
。

と
あ
る
。
侍
躍
は
陽
郷
侯
で
あ
っ
た
。
ま
た
貌
志
時
二
陳
泰
伝
に
、

戚
照
中
、
開
建
五
等
。
以
泰
著
勲
前
朝
、
改
封
温
為
慎
子
。

と
あ
る
。
陳
泰
は
そ
の
父
・
陳
群
の
爵
頴
陰
侯
を
嗣
い
た
も
の
で
あ
る
。
陳
温
は
当
時
乙
の
爵
を
嗣
い
で
い
た
。

ま
た
調
士
山
世
高
柔
伝
に
、

戚
県
中
、
開
建
五
等
、
以
柔
等
著
勲
前
朝
、
改
封
揮
国
陸
子
。



と
ゐ
る
。
高
柔
は
安
国
侯
で
あ
り
、
高
湾
は
そ
の
爵
を
嗣
い
で
い
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
貌
士
山
尚
一
L
王
観
伝
に
、

戚
照
中
、
開
建
五
等
。
以
観
著
勲
前
朝
、
改
慢
穆
東
子
。

と
あ
る
。
王
観
は
陽
郷
侯
で
あ
り
、
王
慢
は
そ
の
爵
を
嗣
い
だ
も
の
で
あ
る
。
ま
た
貌
志
博
一
～
郭
准
伝
に
、

戚
照
中
、
開
建
五
等
。
以
准
著
勲
前
朝
、
改
封
（
正
）
扮
陽
子
。

と
あ
る
。
郭
准
は
陽
曲
侯
で
あ
り
、
郭
正
は
そ
の
爵
を
嗣
い
だ
も
の
で
あ
る
。
戚
照
中
に
五
等
を
建
て
た
と
い
う
こ
と
は
、
要
す
る
に
（
晋
の
）

司
馬
民
が
五
等
爵
を
建
て
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
前
朝
つ
ま
り
親
王
朝
の
功
臣
（
の
子
孫
）
で
（
新
ら
し
く
開
か
れ
る
こ
と
が
定

ま
っ
て
い
る
新
王
朝
に
対
し
あ
ま
り
功
績
の
な
い
も
の
）
に
対
し
一
律
に
子
の
爵
が
授
け
ら
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
必
要
な
範

囲
で
競
の
爵
の
制
度
を
瞥
見
し
て
お
く
。
そ
れ
は
王
、
県
侯
、
郷
侯
、
亭
侯
、
関
内
侯
、
名
号
侯
、
間
中
侯
、
関
外
侯
、
五
大
夫
の
順
に
存
在

す
る
。
そ
の
う
ち
県
侯
、
郷
侯
、
亭
侯
が
列
侯
で
あ
る
。
ま
た
関
内
侯
以
上
が
租
を
食
み
、
名
号
侯
以
下
は
租
を
食
ま
ず
、
虚
封
で
あ
っ
た
。

（
漢
の
諸
侯
王
が
そ
れ
と
さ
れ
た
崇
徳
侯
は
名
号
侯
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
漢
の
諸
侯
玉
、
列
侯
は
説
建
国
に
あ
た
り
、
そ
の
新
爵
制
に
お
い

て
旧
来
の
爵
よ
り
も
三
等
ず
つ
の
格
下
げ
に
な
る
。
）

さ
て
、
右
の
魂
末
の
有
爵
者
す
な
わ
ち
王
情
、
劉
正
、
孫
宏
、
侍
抵
、
陳
温
、
高
揮
、
王
慢
、
郭
正
は
す
べ
て
列
侯
で
あ
る
。
荷
慢
も
恐
ら

く
は
同
様
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
現
時
代
、
県
侯
は
官
品
第
三
品
、
郷
侯
は
官
品
第
四
品
、
亭
侯
は
官
品
第
五
品
、
関
内
侯
、
名
号
侯
は
宮

品
第
六
品
で
あ
り
、
関
中
侯
、
関
外
侯
は
不
明
で
あ
る
。
晋
で
は
、
県
侯
は
官
品
第
三
品
、
郷
侯
は
宮
品
第
四
品
、
亭
侯
は
官
品
第
五
晶
、
関

内
侯
、
名
号
侯
は
官
品
第
六
品
、
関
外
侯
は
官
品
第
七
品
で
あ
る
。
従
っ
て
関
中
侯
は
官
品
第
七
品
（
か
あ
る
い
は
官
品
第
六
品
〉
に
あ
た
る

で
あ
ろ
う
。
こ
れ
か
ら
推
し
て
現
時
代
も
関
中
侯
、
関
外
侯
は
官
品
第
六
品
｜
第
七
品
に
あ
た
る
と
思
わ
れ
る
。
五
大
夫
に
つ
い
て
は
記
録
が

な
い
が
、
両
時
代
を
通
じ
て
品
官
に
あ
た
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。
乙
こ
で
重
要
な
の
は
、
晋
時
代
、
列
侯
の
爵
が
旧
来
と
同
じ
官
品

に
あ
て
ら
れ
た
乙
と
と
、

（
開
固
た
る
）
子
爵
が
官
品
第
二
品
に
あ
た
る
こ
と
と
で
あ
る
。
か
く
て
、
貌
の
功
臣
の
子
孫
で
貌
の
列
侯
の
爵
を

も
っ
て
い
る
も
の
に
対
し
、
晋
王
朝
が
（
自
ら
も
列
侯
の
爵
を
存
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
）
単
に
そ
の
故
に
、
自
ら
の
爵
制
に
お
い
て
旧

晋

爵

と

宋

爵

五
五



晋

爵

と

宋

爵

五
六

来
の
列
侯
の
爵
よ
り
も
上
位
の
（
新
）
爵
（
と
し
て
の
子
爵
）
を
与
え
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
前
王
朝
の
爵
へ
の
対
処
の
し
か
た
は

さ
き
に
見
た
よ
う
に
漢
親
交
代
時
、
晋
宋
交
代
時
．
宋
斉
交
代
時
、
斉
梁
交
代
時
に
は
ま
っ
た
く
な
い
乙
と
で
あ
る
。

前
々
節
と
前
節
と
で
と
り
あ
げ
た
こ
と
は
要
す
る
に
、
晋
王
朝
は
素
姓
の
爵
の
温
容
に
異
常
な
ま
で
に
積
極
的
で
あ
っ
た
が
、
宋
王
朝
に
は

そ
う
し
た
傾
向
が
な
い
と
い
う
乙
と
で
あ
る
。
本
節
以
下
で
は
そ
の
理
由
に
ウ
い
て
検
討
す
る
。

晋
時
代
、
そ
う
し
た
爵
の
あ
り
か
た
は
直
ち
に
晋
の
皇
帝
が
（
周
時
代
に
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
な
）
封
国
制
｜
封
建
制
を
強

ル
加
す
る
意
図
が
あ
り
、
そ
の
一
環
を
な
す
も
の
と
想
定
さ
れ
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
晋
の
皇
帝
は
必
・
ら
ず
し
も
そ
う
し
た
意
図
ぞ
も
た
ず
、

各
封
国
は
（
広
義
の
）
官
僚
機
構
と
み
な
す
べ
き
で
あ
る
。

い
ま
そ
の
こ
と
を
ま
ず
尊
降
制
、
厭
降
制
の
方
面
か
ら
検
討
し
て
み
よ
な
い
わ
ゆ
る
尊
降
制
と
は
儀
礼
喪
服
篇
を
一
貫
す
る
一
つ
の
原
理

で
あ
っ
て
、
乙
れ
に
従
え
ば
諸
侯
の
場
合
傍
親
期
以
下
の
喪
を
絶
っ
て
服
せ
ず
、
大
夫
の
場
合
諸
侯
が
絶
つ
と
乙
ろ
を
一
等
降
し
て
服
す
る
こ

と
に
な
る
。
さ
て
晋
書
唯
一
一
礼
志
中
に
、

〈

a）
I
l
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－
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漢
現
故
事
、
元
五
等
諸
侯
之
制
。
公
卿
朝
士
服
喪
、
親
疎
各
々
如
其
親
。
新
礼
、
王
公
五
等
諸
侯
、
成
国
置
卿
者
、
及
朝
廷
公
孤
之
爵
、
皆

傍
親
絶
春
、
而
傍
親
為
之
服
斬
衰
。
卿
校
位
従
大
夫
者
、
皆
絶
組
。
撃
虞
以
為
、
古
者
、
諸
侯
君
臨
其
園
、
臣
諸
父
兄
。
今
之
諸
侯
、
未
聞

（

b
）

I
l
l－
 

子
古
。
未
聞
子
古
、
則
其
尊
未
全
。
不
宜
便
従
絶
基
之
制
、
而
令
傍
親
服
斬
衰
之
重
也
。
諸
侯
既
然
、
則
公
国
之
爵
、
亦
宜
如
旧
。
昔
現
武

帝
愚
吾
川
中
、
己
骨
表
上
演
劇
刑
判
依
古
和
司
事
与
－
出
呉
川
智
羽
施
行
判
明
行
者
、
ー
劃
劃
可
大
皿
耳
東
以
劃
可
ー
宜
一
定
ー
新
和
、
骨
畑
町
」
劉

之｜
と
あ
る
。
乙
の
記
事
は
そ
の
字
句
の
解
釈
自
体
が
貌
晋
時
代
の
封
建
制
、
尊
降
制
の
理
解
に
直
接
大
き
く
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た



意
味
で
こ
こ
で
は
と
く
に
問
題
と
な
る
傍
線
の
部
分
を
私
見
に
従
っ
て
読
み
下
し
て
お
く
。

（

a）
 

漢
誕
の
故
事
で
は
五
等
諸
侯
の
制
は
な
く
、

（
従
っ
て
か
つ
て
周
時
代
五
等
諸
侯
の
制
が
あ
っ
た
と
き
に
存
し
て
い
た
よ
う
な
尊
降

の
制
は
な
く
て
、
）
公
卿
朝
士
の
服
喪
は
親
疏
に
よ
る
規
定
（
だ
け
）
を
適
用
し
て
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
西
晋
の
新
礼

で
は
、

（
そ
の
新
礼
が
制
定
さ
れ
た
と
き
、
す
で
に
西
晋
朝
で
は
皇
親
の
封
王
の
制
と
五
等
諸
侯
の
制
と
が
強
佑
さ
れ
て
い
た
が
）
王
公
と

五
等
の
諸
侯
と
で
封
国
を
も
ら
卿
を
お
く
も
の
と
、
朝
廷
で
三
公
や
（
三
公
に
つ
ぎ
、
卿
よ
り
も
上
位
の
）
孤
の
爵
（
H
官
）
に
あ
る
も
の

（
す
な
わ
ち
ほ
ぼ
官
品
第
一
品
か
ら
官
品
第
二
品
ま
で
の
官
人
）
は
皆
傍
親
の
期
以
下
の
喪
を
絶
っ
て
服
せ
ず
、

一
方
、
傍
親
は
そ
の
た
め

に
斬
衰
の
喪
に
服
す
る
こ
と
と
し
、
卿
校
の
位
で
朝
廷
に
お
け
る
官
品
が
大
夫
に
従
う
も
の
（
す
な
わ
ち
、
ほ
ぼ
官
品
第
三
品
か
ら
第
五
品

ま
で
の
官
人
）
は
傍
親
の
紹
麻
（
以
下
）
の
喪
を
絶
っ
て
服
し
な
い
こ
と
に
し
よ
う
と
し
た
。

（

b
）
 

（
塾
虞
の
い
う
の
に
は
）
昔
、
説
の
曹
操
が
後
漢
の
建
安
年
聞
に
、
す
で
に
後
漢
朝
に
上
表
し
て
周
の
古
に
則
っ
て
制
度
を
つ
く
っ

て
い
る
。

そ
の
際
現
情
が
周
の
古
と
異
っ
て
い
る
も
の
は
制
度
と
し
て
行
わ
な
い
こ
と
に
し
た
。

周
の
古
に
則
っ
て
行
っ
た
も
の
は

説

科
」
に
書
き
示
し
た
。
わ
が
晋
朝
は
そ
れ
（
の
う
ち
の
し
か
る
べ
き
も
の
）
を
と
っ
て

（
晋
）
令
に
著
わ
し
た
。

「
貌
科
」
以
来
諸
侯
の
傍

親
絶
期
の
制
（
な
ど
）
は
そ
こ
で
国
家
の
「
法
」
と
し
て
制
度
化
さ
れ
て
い
な
い
。

今
新
礼
を
定
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、

皆
も
と
の

一「

麓

科
」
以
来
の
よ
う
に
無
規
定
に
す
べ
き
で
あ
る
。

（
す
な
わ
ち
傍
親
絶
期
の
制
な
ど
は
こ
れ
を
否
定
し
て
し
ま
う
べ
き
で
あ
る
。
）
と
。
詔
が

あ
っ
て
撃
虞
の
説
に
従
っ
た
。

右
の
記
事
に
つ
い
て
附
記
す
る
と
、
通
典
尚
一
一
三
公
諸
侯
大
夫
降
服
議
に
、
右
の
「
漢
説
故
事
」
が
「
漢
故
事
」
と
な
っ
て
「
説
」
が
な
い
。

ま
た
「
規
制
、
県
侯
比
大
夫
。
按
大
夫
之
庶
妹
在
室
、
大
功
。
適
人
降
一
等
、
当
小
功
。
」
の
記
事
が
あ
る
。
礼
制
に
関
す
る
通
典
と
晋
書
礼
志
と

の
記
事
と
は
、
蓋
言
す
れ
ば
通
典
の
方
を
よ
り
信
用
す
べ
き
で
あ
る
が
、
こ
の
際
に
限
っ
て
い
え
ば
、
通
典
の
「
漢
貌
故
事
」
を
正
確
と
す
べ

き
で
あ
る
c

す
な
わ
ち
通
典
同
項
の
な
か
に
、

晋

爵

と

宋

爵

豆
七



晋

爵

と

宋

爵

五
八

（
前
略
）

（
晋
）
徐
調
答
云
、
・
・
・
・
喪
服
伝
叉
日
、
始
封
之
君
、
不
臣
諸
父
毘
弟
。
先
儒
以
為
、
不
臣
則
服
之
。
漢
魂
以
来
、
王
侯
皆
不
臣

既
不
以
貴
降
、
則
余
尊
之
厭
。
故
五
服
内
外
、
通
如
周

況
其
親
乎
。

其
父
兄
。
則
事
異
於
周
。
故
厭
降
之
節
、
与
周
不
問
。
組
猶
不
降
。

之
士
礼
、
市
三
降
之
典
不
行
同
失
。
昔
説
武
在
漢
朝
、
為
諸
侯
制
、
市
寛
不
立
。
荷
公
定
新
礼
、
亦
欲
令
王
公
五
等
皆
芳
親
絶
周
。
而
塾
仲

理
鮫
以
為
、
今
諸
侯
与
古
異
。
遂
不
施
行
。
此
則
是
近
代
成
軌
也
。

と
あ
る
。
こ
れ
と
あ
わ
せ
考
え
、

「
現
」
の
字
を
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
漢
説
晋
に
お
い
て
、
素
姓
の
場
合
尊
降
の
制
は
制
度
佑
し
て
い
な
か
っ
た
と
さ
れ
よ
う
。
な
お
、
尊
降
の
制
の

影
響
下
に
生
じ
た
も
の
に
厭
降
の
制
が
あ
る
。
厭
降
と
は
大
要
ぞ
い
え
ば
、
皇
帝
、
諸
侯
の
妾
腹
の
子
、
が
父
が
服
し
な
い
と
こ
ろ
の
も
の
（
例

通
典
説
土

え
ば
そ
の
生
母
）
の
た
め
に
、

本
服
を
と
げ
え
な
い
こ
と
を
い
う
。
こ
う
し
た
厭
降
の
制
は
大
夫
の
場
合
に
も
適
用
さ
れ
る
。

為
所
生
母
服
議
に
、

徐
減
答
謝
静
云
、
漢
説
以
来
、
通
用
士
礼
。
庶
子
、
父
在
、
為
所
生
、
周
、
心
喪
三
年
。
如
諸
侯
大
夫
之
子
、
乃
厭
降
。
而
近
代
所
不
行
。

と
あ
る
が
、
厭
降
の
制
も
亦
漢
魂
晋
と
引
続
い
て
行
な
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
通
典
三
公
諸
侯
大
夫
降
服
議
に
、

衛
尉
国
邑
侯
満
車
、
間
温
子
容
、
目
、
庶
妹
亡
。
有
服
、
否
。
番
目
、
喪
服
、
諸
侯
以
尊
降
、
不
服
。
孔
誼
議
、
天
子
諸
侯
誠
不
応
服
。
叉
、

大
夫
降
縮
。
尊
与
己
敵
、
則
不
敢
降
。
云
云
。

と
あ
り
、
虞
喜
釈
滞
日
、
漢
貌
以
来
、
先
儒
論
礼
、
及
喪
服
変
除
者
、
皆
言
、
大
夫
降
其
努
親
為
士
者
二
等
。
時
人
或
班
較
、
行
之
、
自
謂
合
礼
。
云
云
。

と
あ
る
の
は
漢
灘
晋
の
儒
家
が
尊
降
（
、
厭
降
）
が
行
わ
れ
な
い
の
に
対
し
、
必
ら
ず
し
も
賛
意
を
表
し
た
も
の
で
な
い
こ
と
の
一
端
を
物
語

る
も
の
で
あ
る
が
、
い
ま
と
り
あ
げ
て
い
る
の
は
国
家
の
制
度
な
り
現
情
な
り
で
あ
っ
て
、
漢
貌
晋
の
儒
家
が
（
か
つ
て
の
礼
制
を
解
釈
し
た

そ
の
解
釈
の
し
か
た
や
）
そ
の
当
時
に
自
ら
の
意
を
以
て
か
く
あ
る
べ
し
と
し
た
様
簡
で
は
な
い
。



論
を
進
め
る
と
、
通
典
三
公
諸
侯
大
夫
降
服
議
に
、

司
空
荷
顕
議
以
為
、
諸
侯
絶
周
、
大
夫
絶
籾
。
然
則
尊
問
、

周
以
及
線
、

皆
如
本
親
。
喪
服
経
日
、

君
為
姑
姉
妹
女
子
子
嫁
於
園
君
者
。

伝
日
、
何
以
大
功
、
尊
同
也
。
叉
日
、
大
夫
為
伯
叔
父
母
子
昆
弟
昆
弟
之
子
為
士
者
。
伝
日
、
何
以
大
功
。
尊
不
同
也
。
然
則
尊
不
問
、
則

降
不
待
所
臣
、
乃
絶
之
。
諸
侯
尊
重
、
大
夫
尊
軽
。
以
大
夫
尊
降
其
親
。
則
知
、
諸
侯
雄
所
不
臣
、
絶
不
服
也
。
有
司
奏
如
欄
議
。

と
あ
る
。
こ
こ
に
見
え
る
荷
髄
の
見
解
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
晋
書
一
服
十
礼
志
上
に
、

参
考
今
古
、
更
其
節
文
。

及
晋
国
建
、
文
帝
叉
命
荷
崩
、

因
調
代
前
事
、
撰
為
新
礼
。

羊
枯
任
憧
慶
峻
応
貞
並
共
刊
定
、

成
百
六
十
五

篇
、
奏
之
。
太
康
初
、
尚
書
僕
射
朱
整
奏
付
尚
書
郎
撃
虞
、
討
論
之
。
虞
表
所
宜
増
損
。
云
云
。

と
あ
る
。
荷
蹴
が
新
礼
を
制
定
し
て
か
ら
太
康
元
年
ま
で
十
五
年
ほ
ど
た
っ
て
い
る
。
こ
の
際
「
有
司
奏
如
韻
議
。
」
と
あ
る
こ
と
は
、
あ
た

か
も
荷
拘
の
尊
降
の
制
復
活
の
議
が
用
い
ら
れ
、
そ
れ
が
十
余
年
た
っ
た
太
麗
元
年
に
改
め
て
撃
虞
に
よ
っ
て
批
判
の
対
象
と
な
り
、
つ
い
に

廃
止
さ
れ
た
の
を
物
語
る
か
の
如
く
で
あ
る
。
し
か
し
、

「
昔
貌
武
在
漢
朝
、
為
諸
侯
制
、
而
寛
不
立
。
荷
公
定
新
礼
、
亦
欲
令
王
公
五
等
皆

芳
親
絶
周
。
而
撃
仲
理
鮫
以
為
、
今
諸
侯
与
古
異
。
遂
不
施
行
。
此
則
是
近
代
成
軌
也
。
」

と
あ
る
の
は
、
そ
の
新
礼
に
お
い
て
も
つ
い
に
尊

降
（
、
厭
降
）
の
制
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
の
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
否
定
が
詔
が
で
る
こ
と
に
よ
っ
て
再
確
認
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
蓋
し
封

建
制
を
徹
底
さ
せ
る
と
す
れ
ば
、
周
の
封
建
制
に
な
ら
っ
て
王
侯
五
等
の
諸
侯
が
（
始
祖
の
場
合
を
除
、
き
）
そ
の
諸
父
島
弟
を
臣
と
す
る
ま
で

に
な
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
こ
に
尊
降
（
、
厭
降
）
の
実
を
含
ま
せ
る
べ
き
で
あ
る
。
尊
降
、
厭
降
の
制
が
周
の
封
建
制
に
お
い
て
そ
の
原
理
に

連
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
別
の
表
現
を
す
れ
ば
、
そ
れ
は
個
人
的
に
は
諸
侯
、
大
夫
の
政
治
的
な
尊
厳
性
の
維
特
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
と
同
時
に
そ
う
し
た
尊
厳
性
が
封
建
制
の
一
環
を
な
す
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
広
く
封
建
制
強
佑
の
一
翼
を
に
な
う
も
の
で
あ
る
こ
と
、

は
い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
う
し
た
封
建
制
の
強
佑
は
結
局
累
層
的
人
間
関
係
の
強
佑
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
荷
湖

の
示
し
た
尊
降
の
制
（
ひ
い
て
は
厭
降
の
制
）
が
、
結
局
ま
た
も
や
否
定
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
晋
朝
の
も
つ
一
元
的
人
頭
支
配

晋

爵

と

宋

爵

五
九



晋

爵

と

宋

爵

ノ、。

の
意
図
が
、
封
建
制
の
無
限
の
展
開
を
阻
止
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
を
示
唆
し
よ
う
。
つ
ま
り
、
晋
時
代
の
封
建
制
は
、
周
時
代
ほ
ど
の
成

国
の
実
を
あ
げ
る
の
を
否
定
す
べ
き
歴
史
的
要
因
が
め
っ
た
の
で
あ
る
。

右
に
関
連
し
て
注
目
す
べ
き
記
事
が
あ
る
。
そ
れ
は
晋
書
博
畑
劉
頒
伝
に
、

（
准
南
相
劉
）
領
在
郡
上
疏
目
、
－
－
－
－
今
諸
王
裂
土
、
皆
兼
於
古
之
諸
侯
、
而
君
臆
其
爵
、
臣
壮
其
位
、
莫
有
安
志
。
其
故
何
也
。
法
同
郡

県
、
無
成
国
之
制
故
也
。
今
之
建
置
、
宜
使
率
由
旧
章
、
一
如
古
典
u

然
人
心
繋
常
、
不
累
十
年
、
好
悪
禾
改
、
情
願
禾
移
。
臣
之
愚
慮
、

以
為
宜
早
創
大
制
、
遅
廻
衆
望
、
猶
在
十
年
之
外
。
然
後
能
令
若
臣
各
安
其
位
、
栄
某
所
蒙
、
上
下
栢
持
、
用
成
務
輔
。
・
・
・
今
宜
令
諸
王

国
容
少
而
軍
容
多
。
然
於
古
典
所
応
有
者
、
悉
立
其
制
。
然
非
急
所
須
、
断
而
備
之
．
不
得
頓
設
也
u

須
単
甲
器
械
既
具
、
牽
臣
乃
服
綜

章、
4

倉
盲
目
己
実
、
乃
営
宮
室
、

乃
備
官
可
、
境
内
充
実
、
乃
作
礼
楽
。
唯
宗
廟
社
榎
．
則
先
僅
之
υ

至
於
境
内
之
政
宮
人
用

才
、
自
非
内
史
国
相
命
於
天
子
、
其
余
衆
職
、
及
死
生
之
断
、
穀
吊
資
実
、
鹿
賞
刑
威
、
非
封
爵
者
悉
得
専
之
Q

－
－
－
－
今
諸
国
、
本
一
郡
之

百
姓
己
足
、

政
耳
。
若
備
旧
典
、
則
宮
司
以
数
、
事
所
不
須
、
而
以
虚
制
損
実
力
ο

至
於
慶
賞
刑
断
、
所
以
衛
下
之
権
、
不
重
則
無
以
威
衆
人
市
衛
上
。

故
臣
之
愚
慮
、
欲
令
諸
侯
権
具
国
容
少
而
軍
容
多
。
然
亦
終
於
必
備
今
事
、
為
宜
。
云
云
。

と
あ
る
記
事
で
あ
る
。
劉
頓
は
郡
県
の
制
と
（
周
の
封
国
制

l
封
建
制
に
同
質
の
）
封
国
制

l
封
建
制
と
を
対
比
し
て
そ
う
し
た
封
国
制
｜
封

建
制
を
強
化
す
べ
き
を
力
説
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
乙
の
上
疏
は
太
康
十
年
（
西
紀
二
八
九
年
）
に
武
帝
に
対
し
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
乙

の
上
疏
に
お
け
る
封
国
制
｜
封
建
制
の
強
佑
と
国
勢
と
の
関
係
で
あ
る
が
、
晋
書
博
一
～
食
貨
志
を
見
る
と
、

｛
申
る
や
か
一
v

是
時
、
天
下
無
事
、
賦
税
平
均
、
人
戚
安
其
業
、
而
楽
其
事
。

と
あ
る
。
乙
れ
は
太
康
元
年
の
平
呉
か
ら
太
康
十
年
ご
ろ
ま
で
の
状
態
を
述
べ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
劉
額
の
上
疏
に
、

自
近
世
以
来
、
為
監
司
者
、
類
大
綱
不
振
。
而
微
過
必
挙
。
微
過
不
足
以
害
政
。
挙
之
則
微
而
益
々
乱
。
大
綱
不
振
、
則
豪
強
横
臨
時
。
豪
強

横
陣
、
則
百
姓
失
職
失
。
・
・
・
・
夫
、
大
姦
犯
政
而
乱
兆
庶
之
罪
者
、
類
出
富
彊
。
而
豪
富
者
、
其
力
足
慨
、
其
貨
足
欲
。
以
是
、
官
長
顧
勢



而
頓
筆
、
下
変
縦
姦
u

健
所
司
之
不
挙
、
則
謹
密
網
以
羅
微
罪
、
使
奏
劾
相
接
。
状
似
尽
公
、
而
措
法
不
亮
、
固
己
在
其
中
央
。
非
徒
無
益

於
政
体
、
清
議
乃
由
此
而
益
々
傷
ω

云
云
。

と
あ
る
。
右
の
監
司
と
は
主
と
し
て
御
史
台
の
官
及
び
諸
州
の
刺
史
な
ど
を
指
す
。
そ
こ
か
ら
、
晋
書
食
貨
士
山
に
見
え
る
よ
う
な
表
面
的
な
静

誼
の
う
ち
に
、
豪
族
勢
力
が
大
い
に
進
展
し
、
し
か
も
西
晋
朝
が
そ
れ
を
い
か
ん
と
も
な
し
え
な
か
っ
た
の
が
察
せ
ら
れ
よ
う
。
さ
て
、
資
治

通
鑑
立
晋
太
康
十
年
の
条
に
、
晋
書
に
見
え
る
劉
領
の
上
疏
の
節
録
が
あ
る
。
そ
の
一
部
で
劉
頒
の
孝
信
よ
く
伝
え
て
い
る
部
分
に
、

自
泰
始
以
来
、
将
三
十
年
。
凡
諸
事
業
、
不
茂
既
往
。
以
陛
下
聖
明
、
猶
未
反
叔
世
之
械
、
以
成
始
初
之
隆
、
伝
之
後
世
。
不
無
慮
乎
。
使

夫
異
時
、
大
業
或
有
不
安
、
其
憂
責
猶
在
陛
下
也
。
臣
聞
、
為
社
理
計
、
莫
若
封
建
親
賢
。
然
、
宜
審
量
事
執
。
可
使
諸
侯
率
義
而
勤
者
、

其
力
足
以
維
帯
京
邑
。
若
、
包
蔵
禍
心
、
其
執
不
足
独
以
有
為
。
其
斉
此
甚
難
。
陛
下
宜
与
遥
古
今
之
士
、
深
共
簿
之
。
周
之
諸
侯
有
罪
、

諒
放
其
身
而
国
昨
不
調
。
漢
之
諸
侯
有
罪
或
無
子
者
、
国
随
以
亡
。
今
、
宜
反
漢
之
敏
、
循
周
之
旧
。
則
下
回
而
上
安
突
。

と
あ
る
。
今
迄
の
考
察
と
こ
の
記
事
と
か
ら
、
劉
煩
の
上
疏
に
お
い
て
、
豪
族
勢
力
の
進
展
が
西
晋
政
権
に
危
機
を
も
た
ら
す
も
の
と
し
て
大

き
く
と
り
あ
げ
ら
れ
た
こ
と
、
及
び
そ
の
危
機
の
廻
避
が
封
建
制
の
強
佑
に
求
め
ら
れ
た
こ
と
、
が
察
せ
ら
れ
よ
う
。
と
こ
ろ
が
、
右
の
上
疏

に
対
し
、

詔
答
日
、
得
表
、
陳
封
国
之
制
、
宜
如
古
典
。
・
・
・
・
諸
所
陳
聞
、
具
之
。
知
卿
乃
心
為
国
也
。
動
静
数
々
以
問
。

と
あ
る
だ
け
で
成
国
の
制
は
結
局
行
わ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
晋
宋
時
代
を
通
じ
て
、
同
一
封
固
に
お
い
て
最
も
封
国
か
ら
の
収
入
が
多
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
時
代
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
収
入
が
一
－
－
h

建
制
の
再
現
と
ほ
ど
遠
い
も
の
で
あ
っ
た
の
を
推
測
し
て
み
よ
う
。

西
晋
時
代
の
国
秩
に
関
す
る
史
料
と
し
て
、
通
典
巻
三
職
富
十
三
王
侯
総
鍍
に
、

十一

（A
）
諸
侯
並
三
分
食
一
。
東
晋
元
帝
太
興
元
年
（
西
紀
三
一
八
年
）
、
始
置
九
分
食
一
。

晋

爵

と

宋

爵

ーノ、



晋

爵

と

宋

爵

~ ノ、

と
あ
る
。
右
の
「
諸
侯
」
は
前
後
の
記
事
か
ら
見
て
明
か
に
西
晋
の
諸
侯
の
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
晋
害
時
一
十
地
理
志
上
に
、

（B
）
太
康
元
年
（
西
紀
二
人
O
年
）
平
呉
。
・
・
・
・
市
江
左
諸
国
誼
三
分
食
一
。
元
帝
渡
江
、
太
輿
元
年
始
制
九
分
食
一
。

と
あ
り
、
宋
書
博
四
百
官
志
下
に
、

（C
）
晋
江
左
諸
国
、
誼
三
分
食
一
。
元
帝
太
興
元
年
、
始
制
九
分
食
一
。

と
あ
る
の
が
あ
げ
ら
れ
る
。
論
を
進
め
る
に
先
立
ち
、
当
時
の
諸
侯
と
い
う
語
の
用
法
に
つ
い
て
瞥
見
し
て
お
こ
う
。

晋
書
堵
段
灼
伝
に
、

灼
後
復
陳
時
宜
日
、
・
・
・
・
於
今
之
宜
、
諸
侯
彊
大
、
是
為
太
山
之
固
。
非
吾
族
類
、
其
心
必
異
。
而
説
法
、
禁
鋼
諸
王
、
親
戚
隔
絶
。
不
祥

莫
大
意
。
問
者
、
無
故
、
叉
瓜
分
天
下
、
立
五
等
諸
侯
。
上
不
象
賢
、
下
不
議
功
。
市
是
非
雑
操
、
例
受
茅
土
。
似
権
時
之
宜
、
非
経
久
之

制
。
将
遂
不
改
、
此
亦
煩
擾
之
人
、
漸
乱
之
階
也
。
云
云
。

と
あ
る
。
こ
れ
か
ら
、
諸
侯
に
は
封
王
と
い
っ
た
意
味
の
場
合
と
公
侯
伯
子
男
の
五
等
爵
を
も
つ
も
の
と
い
っ
た
場
合
と
が
あ
る
の
が
知
ら
れ

る
。
同
伝
に
は
さ
ら
に
、

（
前
略
）

（
段
灼
）
臨
去
、
遺
息
上
表
、
目
、
・
・
・
・
遣
息
頴
表
言
。
・
・
・
・
其
五
日
、
・
・
・
・
於
今
、
国
家
大
計
、
使
異
姓
無
裂
土
専
封
之
邑
、

同
姓
並
拠
有
連
城
之
地
0

・
・
・
・
大
晋
諸
王
二
十
余
人
、
市
公
侯
伯
子
男
五
百
余
国
0

・
・
・
・
諸
王
宜
大
其
園
、
増
益
其
兵
、
悉
遣
守
務
、
使
形
勢

足
以
相
接
。
則
陛
下
可
高
枕
而
臥
耳
。
臣
以
為
、
諸
侯
伯
子
男
名
号
、
皆
宜
改
易
之
、
使
封
爵
之
制
禄
奉
礼
秩
、
並
同
天
下
諸
侯
之
例
。
云
云
。

と
あ
る
。

「
諸
侯
伯
子
男
名
号
、
皆
宜
改
易
之
、
使
封
爵
之
制
禄
奉
礼
秩
、
並
同
天
下
諸
侯
之
例
。
」
と
あ
る
の
は
、

（
素
姓
た
る
諸
侯
伯
子
男

に
裂
土
専
封
の
邑
を
無
か
ら
し
め
る
こ
と
を
表
裏
一
体
を
な
す
も
の
と
し
て
、
）
素
姓
た
る
諸
侯
伯
子
男
の
（
郡
県
名
を
冠
す
る
）
名
号
ぞ
皆
改

め

（

除

く

）

が

、

た

だ

、

は

こ

れ

を

残

し

、

同

旧
来
の
封
爵
の
制
に
お
け
る
禄
奉
礼
秩

（H
封
国
か
ら
の
収
入
と
封
君
と
し
て
の
待
遇
と
）

姓
と
し
て
天
下
連
城
の
地
に
拠
有
す
る
諸
侯
と
同
じ
く
す
べ
き
で
あ
る
。

と
い
っ
た
意
味
で
あ
る
か
ら
、

天
下
請
侯
と
あ
る
際
の
諸
侯
は
封

ま
た
、
晋
書
巻
二
礼
志
上
乙
、

十一

王
を
指
し
、
ま
た
、
諸
侯
伯
子
男
と
あ
る
際
の
諸
侯
は
当
然
、
公
侯
の
爵
を
も
つ
も
の
の
意
味
と
な
ろ
う
。



及
泰
始
中
、
有
司
奏
、
諸
侯
之
園
。
其
王
公
以
下
入
朝
者
、
四
万
各
々
為
二
番
。
三
歳
而
周
。
周
則
更
始
。
・
・
・
・
。
奏
可
。

と
あ
り
、
晋
書
唯
一
ト
一
斉
献
王
位
伝
に
、

（
鴻
）
枕
叉
言
日
、
陛
下
、
遣
諸
侯
之
国
。
成
五
等
之
制
者
、
宜
先
従
親
始
。
親
莫
若
斉
王
。

（
前
略
）

と
あ
る
。
こ
の
際
の
諸
侯
は
、
封
王
と
（
開
固
た
る
）
公
侯
伯
子
男
爵
を
有
す
る
も
の
と
を
併
せ
て
意
味
し
て
い
る
と
す
べ
、
き
で
あ
ろ
う
。
当

時
の
諸
侯
の
語
は
通
常
右
に
あ
げ
た
四
つ
の
う
ち
の
ど
れ
か
を
指
し
て
い
る
。

話
を
本
筋
に
か
え
す
と
、

h
r
p且

（A
）
に
は
「
東
晋
元
帝
太
興
元
年
、
始
置
九
分
食
一
。
」
と
あ
り
、
ま
た
晋
書
一
七
成
帝
本
紀
、
戚
和
元
年
（
西
紀

三
六
年
）
十
一
月
の
条
に
は
、

改
定
王
侯
国
秩
、
九
分
食
一
。

と
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
（
A
）
の
「
九
分
食
一
」
の
諸
侯
と
成
帝
本
紀
の
王
侯
と
は
同
一
の
も
の
で
な
い
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
時
王

侯
の
語
は
、
封
王
を
意
味
す
る
。
例
え
よ
、
説
志
巻
二
武
文
世
王
公
伝
に
引
く
注
に
、

l

’十

愛
子
日
、
現
興
、
承
大
乱
之
後
。
民
人
損
減
、
不
可
則
以
古
始
。
於
是
、
封
建
侯
王
、
皆
使
寄
地
空
名
、
而
無
其
実
。
王
国
使
有
老
兵
百
余

人
、
以
衛
其
因
。
雄
有
王
侯
之
観
、
市
乃
傍
於
匹
夫
。
県
隔
千
里
之
外
、
無
朝
璃
之
儀
。
鄭
国
無
会
同
之
制
。
諸
侯
酷
猟
不
得
過
三
十
里
。

叉
為
設
防
輔
監
国
之
官
、
以
伺
察
之
。
王
侯
皆
思
為
布
衣
、
而
不
能
得
。
既
違
宗
国
務
界
之
義
、
叉
臨
親
戚
骨
肉
之
恩
。

と
あ
る
が
、
こ
の
王
侯
は
そ
う
し
た
意
味
で
あ
る
。

（A
）
の
記
事
に
お
い
て
、

「
諸
侯
」
が
太
輿
元
年
に
九
分
食
一
と
な
っ
た
諸
侯
以
外

に
、
そ
れ
よ
り
も
上
級
の
諸
侯
を
含
む
の
は
、

「
始
置
・
・
・
・
」
と
い
う
そ
の
書
き
ぶ
り
か
ら
し
て
明
か
で
あ
る
。
こ
の
際
の
上
級
の
諸
侯
と
し

て
は
封
王
し
か
な
い
。
つ
ま
り
（
A
）
の
「
諸
侯
」
は
封
王
と
五
等
爵
を
も
つ
も
の
と
を
あ
わ
せ
た
も
の
と
な
る
。

さ
て
、
晋
書
議
十
鄭
沖
伝
に
、
（
開
国
）
県
侯
で
あ
っ
た
鄭
沖
、
何
曽
、
荷
鎖
、
王
沈
、
羊
枯
ら
に
対
し
、
泰
始
六
年
（
西
紀
二
七
O
年
）
詔
し
て
、

国
置
郎
中
令
、
仮
夫
人
・
世
子
印
綬
、
食
本
秩
三
分
之
一
、
皆
如
郡
公
侯
。

晋

爵

と

宋

爵

ノ、



晋

爵

と

宋

爵

六
回

と
あ
る
3

こ
の
記
事
か
ら
、
お
そ
く
と
も
泰
始
六
年
ま
で
に
、
郡
公
侯
は
国
秩
と
し
て
、
封
一
円
の
各
一
戸
の
租
税
の

1
7
を
合
し
た
も
の
を
食

ト

ν

、、、．，－
ε

〉、

p
k
r
r
t

し
み
ト
ム
μ

一
般
に
県
侯
以
下
は
国
秩
と
し
て
、
封
一
戸
た
る
各
戸
の
租
の

1
一3

を
下
廻
る
も
の
を
合
し
た
の
を
食
ん
で
い
た
こ
と
が
い
え

る
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、

（

A
）
 

の
諸
侯
（
す
な
わ
ち
封
王
と
公
侯
伯
子
男
と
）
は
「
並
三
分
食
こ
と
あ
る
。
し
て
み
れ
ば
、
西
晋
時
代

中
の
あ
る
時
期
に
、

（

A
）
 

に
い
う
諸
侯
の
収
入
が
各
封
戸
の
租
税
の

l
一3

の
合
計
と
な
る
線
に
統
一
さ
れ
た
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。
乙

の
時
期
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。

（B
）
と
（
C
）
と
は
元
来
同
一
系
統
の
史
科
に
基
く
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
こ
に
見
え
る
「
江
左
諸
国
、
誼

三
分
食
一
。
」
あ
る
い
は
「
晋
江
左
諸
国
、
誼
三
分
食
一
。
」
に
お
い
て
「
誼
」
の
文
字
が
あ
る
こ
と
は
西
晋
の
新
版
図
た
る
江
左
に
封
国
が
出
来

た
際
、
そ
れ
ら
は
皆
、
西
晋
の
旧
版
図
に
お
け
る
と
同
様
、
各
封
戸
の
租
税
の

l
一3

を
食
ん
で
い
る
ζ

と
、
を
意
味
す
る
、

つ
ま
り
、
太
康

元
年
の
平
呉
時
、
・
あ
る
い
は
す
で
に
そ
れ
ま
で
に
西
晋
の
旧
版
図
に
お
い
て
諸
侯
は
、
国
秩
と
し
て
そ
の
各
封
戸
の
租
税
の

l
一3

を
合
計
し

た
も
の
を
食
一
む
制
度
の
適
用
を
受
け
た
こ
と
を
示
す
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
江
左
の
諸
封
国
は
封
王
の
国
と
五
等
爵
を
有
す
る
も
の
と
の
国
か

ら
な
る
か
ら
、
お
そ
く
と
も
こ
の
時
期
に
封
王
も
有
爵
者
の
す
べ
て
も
、
共
に
国
秩
が
そ
の
封
一
戸
の
租
税
の

l
一3

を
あ
つ
め
た
も
の
か
ら
な

っ
て
い
た
（
そ
の
う
ち
公
、
侯
、
伯
、
子
、
男
の
国
秩
が
太
興
元
年
に
九
分
食
一
に
か
わ
っ
た
）
と
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
推
定
に
従
え

ぱ
封
王
も
亦
三
分
食
一
の
制
で
あ
っ
た
と
い
う
乙
と
に
な
ろ
う
。

こ
乙
で
封
君
の
え
る
租
税
の
内
容
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。
初
学
記
詮
宝
器
部
、
絹
第
九
に
引
く
晋
故
事
に
、

（升）
7

（
a
）
凡
、
民
丁
課
目
、
夫
、
五
十
畝
。
収
租
四
朗
・
絹
三
疋
・
綿
三
斤
。
（
b
）
凡
、
属
諸
侯
、
皆
減
租
穀
畝
一
斗
。
計
所
減
、
以
増
諸

（斗）
Y

（慾）
7

（尽）
7

侯
絹
戸
一
疋
。
以
其
絹
為
諸
侯
秩
。
叉
、
分
民
租
戸
二
斜
。
以
為
諸
侯
奉
。
其
余
租
及
旧
調
絹
二
戸
三
疋
、
綿
三
疋
、
書
為
公
賦
。
九
品
相

通
、
持
輸
入
於
宮
。
自
如
旧
制
。

と
あ
る
。
当
時
課
回
の
語
は
屯
田
（
の
田
を
課
り
あ
て
耕
作
さ
せ
る
状
態
）
を
指
す
こ
と
も
あ
る
が
、

（
a
）
の
課
田
の
税
制
は
分
田
の
術
に

よ
る
税
制
を
示
さ
な
い
か
ら
、
西
晋
初
期
の
屯
田
と
は
直
接
関
係
な
く
、
そ
の
後
身
た
る
占
田
課
田
制
｜
太
康
元
年
、
始
め
て
施
行

l
の
（
官



固
た
る
）
課
田
を
指
す
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（b
）
は
一
戸
あ
た
り
の
耕
作
面
積
の
基
準
が
存
し
た
時
代
に
お
け
る
私
固
に
関
す
る
も

の
と
し
な
け
れ
ば
、
理
解
で
き
な
い
が
、
そ
う
し
た
時
代
と
し
て
は
占
田
課
田
制
施
行
時
し
か
な
い
。
そ
う
す
る
と
（

a
）、（
b
）
は
同
時
代

の
記
事
と
な
り
、
か
つ
ま
た

（b
）
の
諸
侯
は
封
王
と
五
等
爵
を
有
す
る
も
の
す
べ
て
と
を
合
し
た
も
の
で
、
そ
の
国
秩
は
「
封
国
の
封
戸
か

ら
の
収
入
の

l
一3
を
あ
つ
め
た
も
の
」

と
こ
ろ
で
、

侯
の
封
国
の
封
戸
か
ら
の
収
入
が
、
封
一
戸
の
租
だ
け
を
対
象
と
し
、
そ
れ
を
秩
、
奉
と
し
て
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
晋
書
一
定
平
原
王
幹
伝
に
、

と
い
う
線
で
統
一
さ
れ
て
い
る
も
の
、

と
し
て
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
こ
で
は
諸

（
平
原
王
幹
）
頗
清
虚
静
退
、
簡
於
情
欲
0

・
・
・
・
雄
有
爵
禄
、
若
不
在
己
。
秩
奉
布
宿
、
皆
露
積
府
内
閣
。

と
あ
る
が
、

「
秩
奉
布
告
」
は
「
秩
奉
の
布
南
」
、

「
秩
奉
と
布
鳥
」
と
で
、
「
秩
奉
」
は
右
の
秩
、
奉
と

「
布
南
」
は
幹
の
侍
中
な
ど
と
し
て
の
宮
俸
（
の
一
部
）
た
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
晋
主
任
高
密
文
献
王
泰
伝
に
、

「
秩
と
奉
の
布
白
巾
」
で
は
な
く
、

同
一
の
も
の
、

（
高
密
王
泰
）
雄
為
宰
輔
、
食
大
国
之
租
、
服
飾
肴
膳
、
如
布
衣
寒
士
。

と
あ
り
、
晋
書
斉
献
王
位
伝
に
、

時
、
王
家
人
衣
食
、
皆
出
御
府
。
位
表
、
租
秩
足
以
自
供
。

求
絶
之
。

前
後
十
余
上
。
帝
叉
不
許
。
般
雄
未
之
園
、
文
武
官
属
、
下
至
士

卒
、
分
租
賦
、
以
給
之
。

と
あ
る
が
、
こ
う
し
た
「
租
」
、

「
租
秩
」
、

「
租
賦
」
は
す
べ
て
右
の
秩
、
奉
と
同
一
内
容
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
晋
故
事
の
記

事
は
封
戸
の
租
、
調
の
典
型
的
な
あ
り
か
た
を
示
し
て
い
る
も
の
と
す
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
封
戸
は
占
田
七
十
畝
を
耕
し
て
い
る
と
し
て

計
算
す
べ
き
で
あ
る
。
従
っ
て
封
戸
が
秩
と
し
て
出
す
べ
き
租
は
「
一
升
×
七
O
H
七
斗
」
と
な
る
。
さ
て
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
諸
侯
が

封
戸
か
ら
え
る
収
入
（
H
秩
、
奉
の
総
額
）
は
封
戸
の
生
ず
べ
き
田
租
の
総
額
の

1
一3
と
し
て
統
一
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
諸
侯
の
収
入
は
そ

の
具
体
的
収
取
に
あ
た
り
、
全
封
一
戸
の
出
す
べ
き
租
を
総
計
し
て
そ
の

1
7
を
も
っ
て
あ
て
る
や
り
か
た
と
、
各
封
一
戸
の
出
す
べ
き
租
の

1
一3
を
総
計
し
た
も
の
を
も
っ
て
あ
て
る
や
り
か
た
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、

右
は
後
者
を
と
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
各
封

晋

爵

と

宋

爵

六
五



晋

爵

と

宋

爵

六
六

戸
は
そ
の
租
の

1
一3
を
秩
、
奉
に
ま
わ
す
こ
と
に
な
る
。
前
引
の
晋
書
食
貨
志
に
も
そ
の
一
端
が
窺
わ
れ
る
よ
う
に
平
呉
後
賦
税
が
寛
大
に

な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
結
果
的
に
は
主
と
し
て
課
田
制
の
場
合
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
が
、
占
田
制
に
お
け
る
租
、
調
も
ま
た
少
な
く

と
も
旧
来
よ
り
高
く
な
か
っ
た
の
を
示
唆
す
る
と
し
て
よ
か
ろ
う
。

い
ま
、
秩
七
斗
と
奉
ニ
餅
と
を
合
す
と
二
餌
七
斗
と
な
る
。
こ
の
計
算
で

は
封
戸
の
田
租
は
（
占
田
七
十
畝
で
）

「
ニ
餅
七
斗
×
三
H
八
斜
一
斗
」
と
な
る
。
そ
う
す
る
と
占
田
一
畝
あ
た
り
の
租
は
一
斗
を
越
え
る
こ

と
に
な
る
。
課
田
制
の
課
田
の
場
合
で
も
一
畝
み
の
た
り
の
租
は
八
升
で
あ
る
か
ら
、
こ
う
し
た
こ
と
は
と
う
て
い
実
際
と
合
致
し
た
と
な
し
が

た
い
。
結
論
的
に
い
う
と
、

「
二
斜
」
は
「
ニ
斗
」
の
誤
り
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

「
旧
調
絹
戸
三
疋
綿
三
斤
」
は
「
調
は
旧
来
通
り
戸

ご
と
に
絹
三
疋
綿
三
斤
で
あ
る
」
と
い
う
内
容
を
も
っ
と
す
べ
‘
き
で
あ
ろ
う
。
乙
の
際
戸
調
は
後
漢
末
曹
操
が
戸
調
ぞ
制
定
し
た
と
き
に
比
べ

て
絹
一
疋
綿
一
斤
を
増
加
し
て
い
る
が
、
巨
視
的
に
は
そ
れ
か
ら
ひ
ど
く
外
れ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。

い
ま
か
り
に
租
を
後
漢
末
曹
操
が
定

め
た
の
と
同
様
に
畝
ご
と
に
粟
四
升
と
し
、

「
二
餅
」
を
「
二
斗
」
の
誤
り
と
す
る
と
、
封
戸
の
租
は

「
四
升
×
七
O
H
二
朗
八
斗
」

と
な

り
、
秩
、
奉
の
合
計
は
「
七
斗
十
二
斗
H
九
斗
」
と
な
る
。
九
斗
の
三
倍
は
二
餅
七
斗
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
誤
差
は
僅
か
の
も
の
に
な
る
。
か

く
て
、
占
田
の
租
は
一
畝
あ
た
り
、
後
漢
末
・
説
時
代
と
同
様
四
升
と
し
て
大
過
な
か
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
、

一
戸
で
占
田
七
十
畝
と
い
う
基

準
の
戸
の
場
合
、

一
戸
あ
た
り
の
秩
、
奉
の
合
計
が
九
斗
に
な
る
。
従
っ
て
封
戸
五
千
戸
の
場
合
そ
の
秩
、
奉
の
合
計
は
四
千
五
百
斜
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
当
時
兵
一
人
一
年
間
の
食
糧
は
通
常
粟
六
十
朗
で
あ
る
か
ら
、
粟
四
千
五
百
制
聞
を
全
部
兵
の
食
費
に
あ
て
で
も
兵
百
人
の
食
糧

に
不
足
す
る
。
当
時
兵
の
給
与
は
も
と
よ
り
別
に
給
付
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
こ
に
兵
を
た
と
え
に
出
し
た
の
は
、
要
す
る
に
諸
侯
の
封
国
か
ら

の
収
入
が
ご
く
少
な
い
の
を
示
す
た
め
で
あ
る
。

（
管
見
の
及
ぶ
限
り
で
は
、
諸
侯
が
封
戸
を
役
し
え
る
制
度
は
な
い
。
）

こ
う
し
た
検
討
も

亦
、
封
国
の
制
｜
封
建
制
が
周
時
代
の
封
建
制
の
再
現
に
ほ
ど
遠
い
も
の
で
あ
っ
た
、

つ
ま
り
広
義
の
官
僚
機
構
と
解
す
べ
き
で
あ
っ
た
、
の

を
一
示
唆
し
よ
う
。
（
晋
故
事
に
見
え
る
租
は
す
べ
て
粟
計
算
で
あ
る
。
）

東
晋
時
代
、
占
田
制
が
な
く
な
っ
た
際
、
封
君
の
封
国
か
ら
の
収
入
が
ど
の
よ
う
に
変
佑
し
た
か
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
際
封
君
の
収



入
が
大
幅
に
増
加
し
た
と
は
と
う
て
い
考
え
ら
れ
な
い
。
恐
ら
く
実
収
入
は
旧
と
ほ
ぼ
変
佑
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
宋
に
引
継
が

れ
た
と
想
像
さ
れ
る
。

四

前
節
で
考
察
し
た
と
こ
ろ
か
ら
、
晋
の
封
国
制

l
封
建
制
が
広
範
の
官
僚
機
構
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
た
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
で
は
皇
帝

が
爵
の
温
在
に
異
常
な
ま
で
の
熱
意
を
示
し
た
こ
と
の
説
明
に
な
ら
な
い
。
そ
の
説
明
の
た
め
に
は
当
時
高
級
士
大
夫
即
公
侯
爵
の
所
有
者
即

世
襲
的
宮
人
と
い
う
体
制
（
へ
の
傾
斜
）
が
あ
っ
た
こ
と
を
明
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

い
ま
そ
れ
を
検
討
す
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
州
大
中
正
の
制
の
生
成
に
遡
っ
て
考
え
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
現
時
代
、
九
品
中
正
の
制
が

生
じ
て
か
ら
約
三
十
年
た
っ
た
嘉
平
の
こ
ろ
、

司
馬
民
は
州
大
中
正
の
制
を
（
説
政
権
の
代
表
者
的
性
格
を
も
っ
曹
爽
の
反
対
が
あ
っ
た

が
、
か
れ
を
た
お
し
て
か
ら
）
実
施
し
た
。
乙
れ
は
そ
の
勢
望
が
一
郡
を
越
え
た
有
力
な
士
大
夫
層
の
期
待
に
応
え
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ

ピ
け
に
こ
の
制
の
生
成
運
営
は
そ
う
し
た
有
力
な
士
大
夫
層
に
官
人
と
し
て
の
政
治
的
特
権
を
保
証
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
乙
の

制
の
運
営
は
右
の
士
大
夫
層
に
官
人
と
し
て
の
地
位
、
身
分
を
世
襲
的
に
保
証
す
る
乙
と
に
な
り
、
そ
ζ

に
上
級
士
大
夫
集
団
が
次
第
に
構
成

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
上
級
士
大
夫
集
団
に
属
す
る
も
の
は
、
通
常
郷
品
第
二
品
を
え
て
官
品
第
六
品
か
ら
起
家
す
る
が
、
こ
う
し
た
家
系

は
門
地
二
品
と
呼
ば
れ
、
ま
た
郷
品
第
二
品
（
以
上
）
は
上
品
と
会
れ
た
。

｛

6
V
 

従
っ
て
、
家
格
が
上
品
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
同
時
に
門
地
ニ
品
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
そ
う
し
た
上
級

士
大
夫
集
団
の
な
か
で
、
と
く
に
中
央
官
界
に
あ
っ
て
高
官
に
就
い
た
家
々
は
自
ら
最
上
級
の
士
大
夫
集
団
を
形
成
し
た
。

た
士
大
夫
集
団
を
高
級
士
大
夫
集
団
と
い
い
、
そ
れ
に
属
す
る
士
大
夫
を
高
級
士
大
夫
と
い
う
。
）
晋
審
議
武
帝
本
紀
、
泰
始
元
年
（
西
紀
三
ハ

（
以
下
、
こ
う
し

五
年
）
十
二
月
丁
卯
の
条
に
、
晋
建
国
の
論
功
行
賞
の
さ
ま
を
示
し
、

晋

，

爵

と

宋

爵

六
七



晋

爵

と

宋

暦

六
八

石
萄
為
大
司
馬
、
封
楽
陵
公
。
車
騎
将
軍
陳
饗
為
高
平
公
。
衛
将
軍
買
充
為
車
騎
将
軍
・
魯
公
。
尚
書
令
袈
秀
為
鐙
鹿
公
。
侍
中
萄
昂
為
済

北
公
。
太
保
鄭
沖
為
太
停
・
寿
党
公
。
太
尉
王
祥
為
太
保
・
臨
陵
公
。
丞
相
何
曽
為
太
尉
・
朗
陵
公
。
御
史
大
夫
王
祝
為
糊
騎
将
軍
・
博
陵

公
。
司
空
荷
崩
為
臨
准
公
。
鎮
北
大
将
軍
衛
曜
為
荷
揚
公
。
其
余
増
封
進
爵
、
各
々
有
差
。

有
勢
佑
に
直
接
的
に
働
い
た
高
級
士
大
夫
は
、
要
官
職
に
あ
る
と
同
時
に
通
常
高
爵
の
保
持
者
と
な
っ
た
こ
と
巻
示
唆
す
る
。

と
あ
る
。
右
の
う
ち
鄭
沖
・
石
萄
以
外
を
当
時
の
代
表
的
高
級
士
大
夫
と
す
る
ζ

と
に
は
殆
ん
ど
異
論
無
か
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
司
馬
民
の

ま
た
晋
書
活

段
灼
伝
に
見
え
る
文
中
に
、

今
台
閣
選
挙
、
徒
塞
耳
目
。
九
品
訪
人
、
唯
問
中
正
。
故
拠
上
品
者
、
非
公
侯
之
子
孫
、
則
当
途
之
昆
蔚
也
。
ニ
者
萄
然
、
則
華
門
蓬
戸
之

俊
、
安
得
不
有
陸
部
者
哉
。

と
あ
る
。
右
文
は
高
爵
と
し
て
の
公
侯
の
爵
を
も
つ
も
の
あ
る
い
は
当
路
の
高
官
の
子
弟
が
（
そ
の
「
家
格
」
に
よ
っ
て
）
上
品
を
え
た
の
を
示
し

て
い
る
が
、
そ
れ
か
ら
高
級
士
大
夫
層
が
通
常
公
侯
爵
を
も
っ
て
い
た
と
い
う
見
解
は
肯
定
き
れ
乙
そ
す
れ
否
定
さ
れ
る
乙
と
は
な
か
ろ
う
。

〈
当
時
、
公
、
侯
の
爵
を
も
つ
も
の
と
当
代
の
要
官
た
る
も
の
は
も
ち
ろ
ん
相
重
る
こ
と
が
多
い
。
）

爵
が
一
応
原
則
的
に
高
級
士
大
夫
で
あ
っ
た
の
が
窺
わ
れ
る
と
し
て
よ
か
ろ
う
。

さ
て
、
晋
書
博
一
一
一
王
祥
伝
に
、

及
武
帝
為
晋
王
、
（
王
〉
祥
与
荷
踊
往
語
。
調
謂
祥
日
、
相
国
（
晋
王
）
尊
重
。
何
侯
（
轄
を
）
既
己
尽
敬
。
今
便
当
拝
也
。
祥
日
、
相
国
誠

為
尊
賞
。
然
、
是
貌
之
宰
相
。
吾
等
規
之
三
公
。
公
・
王
相
去
一
階
而
己
。
班
例
大
同
。
安
有
天
子
三
司
市
制
拝
人
者
。
損
説
朝
之
望
、
臆

晋
王
之
徳
。
君
子
愛
人
以
礼
。
吾
不
為
也
。
及
入
、
開
遂
拝
。
而
祥
独
長
揖
。
帝
（
轄
を
）
日
、
今
方
知
君
見
顧
之
霊
突
。

と
あ
る
。
王
祥
は
浪
邪
の
人
で
青
州
刺
史
王
仁
の
孫
で
あ
る
。
か
れ
は
説
の
関
内
侯
、
つ
い
で
万
歳
亭
侯
に
封
ぜ
ら
れ
、
規
末
五
等
が
建
っ
た

以
上
瞥
見
し
た
と
こ
ろ
か
ら
、
公
、
侯

と
き
雄
陵
侯
に
封
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
晋
の
武
帝
が
践
砕
し
た
際
前
述
の
よ
う
に
惟
陵
公
と
な
り
太
保
を
拝
し
た
。
荷
額
は
頴
川
の
人
で
誕
の
太



尉
者
惑
の
第
六
子
で
あ
る
。
か
れ
は
誕
の
関
内
侯
、

つ
ぎ
に
万
歳
亭
侯
に
封
ぜ
ら
れ
、
さ
ら
に
郷
侯
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。
五
等
が
建
っ
た
と

き
臨
准
侯
に
封
ぜ
ら
れ
、
武
帝
が
践
昨
レ
た
際
前
述
の
よ
う
に
臨
准
公
と
な
っ
て
い
る
。
何
曽
は
陳
郡
の
人
で
、
現
の
太
僕
で
あ
っ
た
父
何
聾

の
陽
武
亭
俣
の
爵
を
襲
い
で
い
る
。
の
ち
頴
昌
郷
侯
に
進
め
ら
れ
た
が
、
五
等
が
建
っ
た
と
き
改
め
て
朗
陵
侯
に
封
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
武
帝
が

践
昨
し
た
際
前
述
の
よ
う
に
朗
陵
公
と
な
り
太
尉
を
拝
レ
た
。

こ
れ
ら
は
何
れ
も
当
時
の
高
級
士
大
夫
の
代
表
的
人
物
で
あ
る
。
高
級
士
大
夫

の
代
表
的
人
物
で
あ
り
、
か
っ
貌
朝
の
重
臣
で
あ
っ
た
王
祥
ら
に
と
り
、
晋
王
を
拝
す
る
か
否
か
が
問
題
と
な
り
、
し
か
も
晋
王
が
自
ら
ぞ
拝

す
る
を
強
行
し
え
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
両
者
の
も
つ
力
に
あ
ま
り
差
の
な
い
こ
と
に
基
き
、
同
時
に
晋
王
と
か
れ
ら
と
が
高

級
士
大
夫
と
し
て
同
質
的
で
あ
っ
た
こ
と
に
基
く
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
だ
け
に
、

外
面
的
な
支
配
力
舎
も
っ
て
か
れ
ら
を
支
配
す
る
た

め
に
は
、
そ
の
支
配
力
を
実
際
に
機
能
さ
せ
る
「
手
段
」

H

「
術
」
と
し
て
内
面
的
に
か
れ
ら
に
対
す
る
親
委
、
政
治
的
支
配
者
層
と
し
て
の

措
定
を
も
つ
こ
と
を
必
要
と
し
た
と
3
れ
よ
う
。
と
こ
ろ
で
、
門
地
二
品
の
生
成
し
た
当
時
だ
け
に
そ
の
一
体
感
の
現
わ
れ
は
、
自
ら
家
門
を

通
じ
て
の
も
の
、

つ
ま
り
世
襲
的
な
も
の
と
な
る
べ
き
で
あ
る
。
世
襲
的
に
政
治
的
特
権
を
保
証
す
る
も
の
は
爵
が
第
一
で
あ
る
。
従
っ
て
そ

ζ

に
自
ら
公
侯
爵
の
授
与
と
い
う
形
が
生
じ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
そ
う
す
る
と
、
そ
の
公
侯
爵
は
自
ら
そ
の
爵
を
も
っ

果
し
て
宋
誉
博
一
一
謝
弘
微
伝
に
、

こ
と
に
よ
っ
て
直
接
的
に
官
人
と
し
て
の
特
権
を
保
証
す
べ
き
も
の
と
な
る
。

晋
世
、
名
家
身
有
封
国
者
、
起
家
多
拝
員
外
散
騎
侍
郎
。
弘
微
亦
拝
員
外
散
騎
。

と
あ
り
、
宋
書
法
謝
霊
運
伝
に
、
晋
時
代
の
こ
と
と
し
て
、

（
謝
霊
運
）
襲
封
南
康
公
・
食
巴
二
千
戸
。
以
国
公
例
、
除
員
外
散
騎
侍
郎
。
不
就
。

と
あ
る
。
有
爵
者
の
員
外
散
騎
侍
郎
起
家
に
闘
し
、
両
記
事
の
示
す
と
こ
ろ
に
や
や
相
異
が
あ
る
が
、
高
級
士
大
夫
で
有
爵
者
と
く
に
公
、
侯

者
の
場
合
、
員
外
散
騎
侍
郎
で
起
家
す
べ
き
が
制
度
佑
さ
れ
て
い
た
の
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。
高
級
士
大
夫
で
か
つ
公
、
侯
爵
を
も
つ
も
の

が
、
そ
の
爵
を
も
つ
こ
と
を
直
接
的
な
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
（
宮
人
と
し
て
の
生
涯
を
予
め
決
定
す
る
）
起
家
に
あ
た
り
、
そ
の
特
権
的
地
位

晋

爵

と

宋

爵

六
九



晋

爵

と

宋

爵

七。

を
保
証
さ
れ
た
こ
と
は
右
の
見
解
を
強
く
さ
さ
え
る
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
か
つ
て
晋
時
代
、
皇
帝
が
自
選
し
て
封
王
の
も
と
に
派
遣
し
た
国
相
が
制
度
的
に
皇
帝
の
陪
臣
、
封
王
の
直
臣
と
な
る
に
至
っ
た
こ
と

を
論
じ
、
こ
れ
こ
そ
は
皇
帝
が
封
王
に
内
面
的
に
政
治
的
支
配
者
と
し
て
の
一
体
感
ぞ
も
っ
と
こ
ろ
に
生
じ
た
と
し
勺
そ
う
し
た
国
相
の
制

は
公
、
侯
爵
の
国
に
も
存
す
る
が
、
こ
れ
ま
た
皇
帝
が
高
級
士
大
夫
即
公
侯
爵
に
対
し
政
治
的
支
配
者
と
し
て
の
一
体
感
を
も
っ
て
い
た
明
証

と
な
ろ
う
。

か
く
て
、
当
時
高
級
士
大
夫
即
公
、
侯
爵
の
所
有
者
即
世
襲
的
宮
人
と
い
う
体
制
（
へ
の
傾
斜
）
が
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
、
き
で
あ
ろ
う
。

皇
帝
、
高
級
士
大
夫
、
公
侯
爵
を
め
ぐ
る
動
向
が
、
爵
の
あ
り
か
た
の
指
標
と
な
っ
て
い
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
こ
に
（
高
級
士

大
夫
を
除
く
）
上
級
士
大
夫
即
伯
、
子
、
男
爵
と
い
う
体
制
が
、
右
の
体
制
の
外
延
と
し
て
生
じ
た
の
は
察
す
る
に
か
た
く
な
い
で
あ
ろ
う
。

も
っ
と
も
そ
う
し
た
士
大
夫
の
身
分
と
爵
と
の
対
応
は
あ
く
ま
で
原
則
的
な
・
も
の
で
あ
る
。

の
国
に
も
生
じ
た
。
）
ち
な
み
に
、
世
説
新
語
油
比
言
語
の
注
に
引
く
晋
陽
秋
に
、

（
孫
）
盛
騨
騎
将
軍
資
之
孫
。
南
陽
太
守
宏
之
子
。
郷
人
王
済
豪
俊
公
子
也
。
為
本
州
大
中
正
。
訪
問
宏
為
郷
里
晶
状
。
済
目
、
比
人
非
郷

（
右
の
よ
う
な
国
相
の
制
は
や
が
て
伯
、
子
、
男

評
所
能
名
。
吾
白
状
之
、
日
、
天
才
英
特
。
亮
抜
不
群
。

と
あ
る
。
さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
、
孫
資
は
魂
の
中
都
侯
で
、
孫
宏
は
そ
の
爵
を
嗣
い
で
い
た
が
、
晋
建
国
の
と
き
改
め
て
離
石
子
に
封
ぜ
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
。
乙
の
記
事
は
孫
宏
の
家
系
が
上
級
士
大
夫
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
（
高
級
士
大
夫
と
は
い
い
が
た
い
。
）
さ
き
に
説

時
代
列
侯
と
な
り
晋
建
国
時
改
め
て
子
の
爵
を
授
け
ら
れ
た
も
の
は
、
恐
ら
く
そ
の
殆
ん
ど
す
べ
て
が
右
に
述
べ
た
よ
う
な
上
級
士
大
夫
で
あ

っ
た
で
ゐ
ろ
う
。
な
お
、
さ
き
に
あ
げ
た
省
民
、
王
民
（
王
朗
の
流
）
、
侍
民
、
陳
民
、
高
民
は
晋
時
代
、

あ
る
い
は
高
級
士
大
夫
で
あ
り
、

あ
る
い
は
そ
れ
に
近
い
上
級
士
大
夫
で
あ
り
、
あ
る
い
は
上
級
士
大
夫
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
。

今
迄
述
べ
た
こ
と
を
繰
り
返
し
て
い
う
と
、
晋
時
代
の
爵
制
は
皇
帝
の
全
上
級
士
大
夫
支
配
の
「
手
段
」
な
の
で
あ
る
。
こ
の
制
を
始
め
た



一
面
で
全
国
民
の
一
元
的
人
頭
支
配
体
制
を
志
向
し
な
が
ら
、
外
形
上
あ
え
て
そ
れ
と
相
反
す
る
か
の
如
き
国
相
制
、
客
一
戸

制
、
郷
論
清
議
の
国
政
運
営
へ
の
繰
り
入
れ
制
な
ど
ぞ
認
め
た
の
は
、
そ
の
文
字
通
り
の
一
元
的
人
頭
支
自
の
貫
徹
が
許
さ
れ
ず
、
士
大
夫
集

西
晋
の
武
帝
が
、

団
が
大
き
い
力
を
も
っ
て
皇
帝
の
ま
え
に
た
ち
は
だ
か
っ
た
た
め
、
文
字
通
り
の
一
元
的
人
頭
支
配
を
一
歩
後
退
さ
せ
、
士
大
夫
集
団
を
内
面

的
に
把
握
し
、
以
て
外
形
的
支
配
を
で
き
る
か
ぎ
り
円
滑
強
力
に
行
お
う
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。
武
帝
が
そ
う
し
た
意
図
を
秘
め
て
い
る
限
り
、

帝
が
周
の
封
建
制
的
体
制
の
強
佑
に
否
定
的
で
あ
り
、
そ
の
封
国
制
｜
封
建
制
を
広
義
の
官
僚
機
構
体
制
に
措
定
し
よ
う
と
し
た
の
は
当
然
の

こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
あ
り
か
た
は
ほ
ぼ
晋
一
代
を
通
じ
て
と
し
て
よ
い
。
と
こ
ろ
で
、
晋
の
政
治
体
制
に
お
い
て
爵
制
が
大
き
く
と
り
あ

げ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
よ
り
大
き
い
観
点
か
ら
み
れ
ば
、
晋
の
政
治
体
制
が
国
民
（
士
大
夫
を
含
ひ
）
を
戸
と
し
て
把
握
し
、
そ
の
も
つ

政
治
的
性
格
を
一
戸
に
与
え
た
と
い
う
こ
と
の
一
環
と
し
て
理
解
す
べ
き
な
の
で
あ
る
。
そ
の
最
も
明
確
な
現
わ
れ
は
、
一
戸
籍
制
度
に
お
け
る

も
の
で
あ
る
。
当
時
の
戸
籍
制
度
で
は
一
般
国
民
の
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
の
戸
の
も
つ
政
治
的
性
格
に
よ
っ
て
、
上
か
ら
士
（
ほ
ぽ
士
大
夫
の
意

味
）
、
職
掌
、
（
官
職
と
ま
っ
た
く
無
関
係
の
）
庶
の
三
つ
に
区
分
さ
れ
て
お
り
、
か
っ
そ
れ
は
当
然
の
乙
と
と
し
て
世
襲
さ
れ
て
い
る
。
（
乙

う
し
た
政
治
体
制
下
に
始
め
て
貴
族
制
は
存
続
す
る
の
で
あ
る
。
）
こ
う
し
た
時
代
で
あ
る
ピ
け
に
、
皇
帝
の
（
上
級
）
士
大
夫
対
策
も
自
ら
「

世
襲
性
」
を
重
視
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
に
応
ず
る
も
の
の
第
一
に
は
当
然
の
ζ

と
と
し
て
爵
が
あ
げ
ら
れ
る
。
乙
こ
に
晋
時
代
に
お
け
る

既
述
の
よ
う
な
爵
の
温
寄
を
解
く
一
つ
の
鍵
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

宋
の
政
治
体
制
は
、
晋
時
代
に
比
し
一
元
的
人
頭
支
配
体
制
が
、
支
配
構
造
面
で
一
段
と
強
倍
さ
れ
た
と
す
べ
き
で
あ
る
。
旧
来
の
国
相
制
を

改
変
し
国
相
が
皇
帝
の
陪
臣
、
封
王
・
有
爵
者
の
直
臣
と
な
っ
て
い
た
の
を
、
ふ
た
た
び
（
魂
時
代
の
よ
う
に
）
皇
帝
の
直
臣
と
し
た
こ
と
、

皇
帝
の
支
配
力
が
郷
論
清
議
を
切
り
は
な
し
、
か
っ
そ
れ
に
優
越
す
る
こ
と
を
誇
示
し
た
の
は
す
べ
て
そ
の
一
部
を
な
す
。
ま
た
孝
武
帝
が
戸

籍
制
度
を
改
変
し
て
す
べ
て
の
一
般
民
を
均
一
の
戸
籍
に
附
け
、
各
人
の
も
つ
政
治
身
分
を
、
戸
籍
制
度
上
そ
の
本
人
に
止
め
た
こ
と
は
、

元
的
人
頭
支
配
体
制
の
政
治
機
構
的
推
進
と
し
て
無
視
で
き
ぬ
重
要
さ
を
も
っ
て
い
る
。
旧
来
客
は
戸
と
し
て
主
の
一
戸
に
従
属
し
て
い
た
が
、

晋

爵

と

宋

爵
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こ
こ
に
至
っ
て
人
と
し
て
品
官
（
勲
位
を
除
く
）
た
る
主
個
人
に
従
属
す
る
ζ

と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
政
治
体
制
の
変
佑
は
上
級
士
大
夫
と

く
に
高
級
士
大
夫
の
官
人
と
し
て
の
無
能
佑
と
、
皇
帝
が
士
大
夫
層
を
旧
来
同
様
政
治
的
支
配
者
層
に
措
定
し
て
は
い
る
も
の
の
、
内
面
的
に

か
れ
ら
に
「
絶
対
」
者
と
し
て
の
距
離
感
を
も
っ
て
い
た
こ
と
、
と
か
ら
ん
で
生
じ
た
・
も
の
で
あ
る
。
（
宋
の
皇
帝
は
爵
を
純
粋
に
自
己
に
対
す

る
忠
誠
、
功
績
を
基
準
と
し
て
授
与
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
の
結
果
高
級
士
大
夫
で
無
爵
と
な
る
も
の
が
多
く
な
っ
て
き
た
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
前
稿
で
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
）
と
こ
ろ
で
高
級
士
大
夫
の
起
家
と
爵
と
の
関
連
で
あ
る
が
、

宋
時
代
（
以
後
）
有
爵
者
が
有
爵
た
る

公
、
宰
相
の

乙
と
に
よ
っ
て
起
家
の
際
、
第
一
流
の
起
家
の
官
を
自
動
的
に
与
え
ら
れ
る
制
は
な
く
な
っ
て
お
り
、

子
の
起
家
の
宮
と
な
っ
て
い
る
。
宋
書
諸
王
弘
伝
に
、
宋
時
代
そ
の
父
王
弘
の
爵
、
華
容
県
公
を
襲
い
だ
王
錫
に

そ
れ
と
と
も
に
員
外
散
騎
侍
郎
は

（長）

関
し
、

と
素あ子
姓り錫
三、嗣
公南。
、斉少
長書以
子十巻宰

天Y:
員献家
玩王員
郎巌外
。t広散
tミ埼

と
あ
る
。
こ
の
員
外
郎
と
は
員
外
散
騎
侍
郎
を
指
す
。
ま
た
、
情
書
芝
百
官
志
土
に
、

陳
、
承
梁
、
皆
循
其
制
官
。
：
・
・
一
ニ
公
子
、
起
家
員
外
散
騎
侍
郎
。

と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
員
外
散
騎
侍
郎
も
任
子
制
度
に
お
け
る
起
家
の
清
宮
と
し
て
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

宋
の
政
治
体
制
に
お
い
て
、
皇
帝
の
官
僚
把
握
の
様
躍
は
自
ら
個
人
を
対
象
と
す
る
（
少
な
く
と
も
そ
れ
を
標
梼
す
る
）

ζ

と
に
な
る
。
（
そ

れ
と
流
品
思
題
と
の
対
立
、
相
魁
、
妥
協
は
、
こ
こ
で
は
自
ら
別
の
問
題
で
あ
る
。
）

こ
う
し
た
体
制
に
あ
っ
て
は
、
た
と
え
そ
れ
が
自
己
に

対
す
る
忠
誠
、
功
績
を
基
準
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
爵
が
本
質
的
に
「
世
襲
性
」
を
も
つ
も
の
だ
け
に
、
皇
帝
が
晋
時
代
の
よ
う
な
旧
爵

の
温
容
に
否
定
的
で
あ
っ
た
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。



〔
附
〕
晋
時
代
、
皇
帝
が
有
爵
者
に
対
し
忠
誠
を
要
求
し
期
待
し
た
際
、
有
爵
者
が
封
固
と
い
う
官
僚
機
構
の
長
た
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
、
当

時
官
界
に
存
し
た
忠
に
関
す
る
思
潮
を
そ
こ
に
た
く
み
に
利
用
し
よ
う
と
し
た
こ
と
は
無
視
で
き
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
次
稿
で
論
ず
る
。

註
（1
）
拙
稿
、
「
劉
宋
の
五
等
開
国
爵
と
貴
族
」
へ
東
洋
史
学
〕
参
照
。

戸
第
十
六
穂
、
．

（2
）
仁
井
田
陸
氏
、
「
支
那
身
分
法
史
」
参
照
。

（
3
）
悌
譲
に
つ
い
て
は
宮
川
尚
士
山
氏
、
「
六
朝
史
研
究
政
治
・
社
会
篇
」
参

照。

（4
）
河
地
重
造
氏
、
「
普
代
の
「
士
」
身
分
と
社
会
秩
序
の
諮
問
題
」

（
経
済
学
雑
誌
第
三
）
参
照
。

戸
十
九
巻
第
二
号
」

（5
）
尊
降
制
、
厭
降
制
に
つ
い
て
は
、
藤
川
正
数
氏
「
漣
…
一
深
夜
間
服
礼

の
研
究
」
参
照
。

（6
）
宮
崎
市
定
氏
、
「
九
ロ
間
宮
人
法
の
研
究
」
参
照
。

な
お
、
州
大
中
正
の
生
成
を
め
ぐ
る
政
治
・
社
会
情
勢
に
つ
い
て
の

私
見
は
別
に
発
表
す
る
予
定
で
あ
る
。

晋

爵

と

宋

爵

（7
）
秦
錫
困
撲
「
補
晋
異
姓
封
爵
表
」
を
一
見
し
て
も
そ
の
大
勢
が
よ
〈

察
知
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
い
ま
と
り
あ
げ
て
い
る
様
態
は
東
晋
に
入

る
と
崩
れ
か
け
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
前
稿
で
ふ
れ
た
。

（8
）
増
淵
龍
夫
氏
、
「
中
国
古
代
の
社
会
と
国
家
」
参
照
。

（9
）
拙
稿
、
「
西
晋
の
封
王
の
制
」
（
博
諸
説
明
4
明
）
参
照
。

（
叩
）
客
戸
制
、
郷
論
清
議
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
、
「
貌
普
の
客
戸
に
つ
い

て
」
（
世
議
一
八
）
・
「
晋
南
朝
の
士
大
夫
」
傘
立
諸
問
問
）
参
照
。

な
お
、
南
朝
の
客
に
つ
い
て
は
稿
を
新
た
に
し
て
論
ず
る
。
ヘ
史
学
雑

（
江
）
戸
籍
制
度
に
つ
い
て
は
、
拍
稿
、
「
南
朝
の
厚
相
問
題
」

5
第
六

針
一
川
一
欄
）
・
「
説
晋
の
戸
に
つ
い
て
」
（
斑
製
…
社
東
洋
史
論
叢
）

参
照
。

七
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Peerage of Tsin (~) and of Sung(*) 

-fFive Peerage and Aristcrats in Liu-Sung(IJ7K)Dynasty_J-

Sigeaki OCHI 

The three points of this paper are as following: 

1. · There is much difference between the character of peerages­

prince marquis, count, viscount and baron- in Tsin CS&f) period and 

in Sung (51;:) period. In this paper I examined this problem from 



-2-

two points- how a title given by the former dynasty was dealt with 

and whether a man who was given a higher title by the same 

dynasty could transfer the former title to his prosperity. I cleared that 

this difference related to the transformation of the ruling system 

from Tsin dynasty which was of aristocratic to Sung dynasty which 

tried to deny the former. 

2. Feudal system of Tsin period consisted mainly of a system of 

enfeoffed lords ands the system of the five peerages. There is an 

opinion that this system is close to that of Chou (Jj!o) period which 

was known by scriptures. But in the fact it is difficult to regard 

this as a feudal system even in connection with a frame of the system 

such as mourning system. I concluded that this system should be 

regarded as one of bureaucratic organization in a broad sense. 

3. I examined the real state of income of feudal lords in the feudal 

system of Tsi::i dynasty and probed that it was too limited for them 

to possess "the power" as feudal lords. 
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